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『
選
択
要
決
』
撰
者
弁
証
（1）206
問
題
の
所
在
　
『
選
択
要
決
』
一
巻
（
以
下
、『
要
決
』
と
略
す
）
な
る
仏
典
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
を
立
て
た
法
然
房
源
空
（
長
承
二
年
﹇
1 
1 
3 
3
﹈
〜
建
暦
二
年
﹇
1 
2 
1 
2
﹈）
が
世
を
去
っ
て
か
ら
第
廿
五
年
、
一
部
遺
弟
が
先
師
の
遺
著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
一
巻
（
以
下
、『
選
択
集
』
と
略
す
）
に
難
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
同
門
と
し
て
そ
の
難
破
十
種
を
決
択
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
撰
号
は
な
い
が
、
長
ら
く
勢
観
房
源
智
（
寿
永
二
年
﹇
1 
1 
8 
3
﹈
〜
暦
仁
元
年
﹇
1 
2 
3 
8
﹈）
の
作
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
　
こ
の
よ
う
に
『
要
決
』
が
嘉
禎
二
年１
（
1 
2 
3 
6
）
成
立
の
源
智
著
書
だ
と
す
る
と
、
本
書
に
は
少
な
く
と
も
三
つ
の
意
義
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
に
、
寡
作
で
あ
っ
た
源
智
最
晩
年
の
思
想
を
探
り
得
る
。
第
二
に
、
当
時
『
選
択
集
』
を
難
破
し
て
い
た
と
い
う
遺
弟
た
ち
の
名
は
す
べ
て
伏
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
源
空
没
後
の
初
期
浄
土
宗
に
お
け
る
諍
論
を
探
り
得
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
本
書
に
は
源
空
の
行
状
に
つ
い
て
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
源
空
伝
の
形
成
史
を
探
り
得
る
。
実
に
貴
重
有
益
な
史
料
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
　
だ
が
近
年
の
研
究
で
、
本
書
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
少
な
く
と
も
二
つ
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
研
究
に
そ
の
ま
ま
用
い
得
る
よ
う
な
定
本
が
存
在
し
て
い
な
い
。
本
書
は
撰
者
の
自
筆
本
が
現
存
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
入
手
閲
覧
の
容
易
な
浄
土
宗
全
書
本
な
ど
は
後
述
す
る
よ
う
に
非
常
な
問
題
が
あ
る
。
第
二
に
、
撰
者
は
源
智
で
な
い
と
す
る
非
撰
説
も
存
在
す
る
。
殊
に
広
川
堯
敏
は
、
撰
者
が
源
智
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
撰
述
時
期
も
嘉
禎
二
年
か
ら
遥
か
後
だ
と
す
る
説
を
提
唱
し
て
い
る
。
　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
論
文
で
、
本
書
を
源
智
が
嘉
禎
二
年
に
撰
述
し
た
も
の
と
し
て
用
い
、
広
川
な
ど
の
非
撰
説
へ
の
反
証
を
怠
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
や
や
遅
き
に
失
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、『
要
決
』
源
智
非
撰
説
が
成
立
せ
ず
、
同
書
を
嘉
禎
二
年
の
源
智
著
書
と
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
論
証
し
た
い
。
第
一
項
　『
要
決
』
と
源
智
撰
説
　
ま
ず
本
項
で
は
、『
要
決
』
の
伝
来
な
ど
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
同
書
は
『
長
西
録
』
こ
と
覚
明
房
長
西
『
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
』（
文
永
三
年
﹇
1 
2 
6 
6
﹈
以
前
成
立
）
な
ど
の
古
い
書
目
に
載
っ
て
お
ら
ず
、
源
智
に
そ
の
よ
う
な
著
作
が
あ
っ
た
と
す
る
古
い
文
献
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
　
事
が
動
い
た
の
は
、
江
戸
中
期
に
お
い
て
で
あ
る
。
真
宗
大
谷
派
の
恵
空
は
元
禄
九
年
（
1 
6 
9 
6
）
四
月
廿
五
日
に
『
選
択
集
叢
林
記
』
八
巻
（
以
下
、『
叢
林
記
』
と
略
す
）
を
脱
稿
し
た
後
、
書
末
に
斯
く
追
記
し
た
。
『
選
択
集
要
決
』
ト
題
セ
ル
一
巻
〈
十
五
紙
〉
有
リ
。『
林
記
』
功
畢
リ
テ
後
、
同
年
八
月
得p
之
。
其
本
甚
古
体
也
〈「
知
恩
院
ニ
有w
一
本a
有w
信
寂
房
之
序q
」
云
々
〉。
三
、
四
百
年
モ
経
タ
ル
紙
墨
ト
ミ見
ユ
。
雖p
未p
聞w
作
者
名q
〈
或
ハ
云
、「
源
智
作
也
」〉、「
黒
谷
滅
後
四
十
年
ノ
比
ノ
記
ナ
リ
」
ト
文
中
ニ
見
ユ
。
文
章
亦
良
、
鎮
家
ノ
所
記
也
。
カ
ノ
書
ヲ
抜
取
テ
可p
論
事
多
シ
。
後
学
為p
之
。 
（
五
五
一
頁
）
元
禄
九
年
八
月
、
撰
号
の
な
い
『
選
択
集
要
決
』
一
巻
十
五
紙
を
得
た
。
そ
の
紙
墨
は
甚
だ
古
体
で
、
三
、
四
百
年
も
昔
の
も
の
に
見
え
た
。
後
学
は
こ
の
書
を
活
用
せ
よ
、
と
。
な
お
、
「
黒
谷
滅
後
四
十
年
ノ
比
ノ
記
ナ
リ
」
云
々
は
、『
要
決
』
第
十
決
に
あ
る
、『
選
択
集
』
撰
述
の
建
久
九
年
（
1 
1 
9 
8
）
か
ら
四
十
年
に
垂
ん
と
し
て
い
る
と
い
う
文
を
誤
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
日
伝
存
の
同
書
諸
本
は
す
べ
て
こ
の
恵
空
発
見
の
古
体
本
か
ら
派
生
し
た
も
の
ら
し
い
。
『
選
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要
決
』
撰
者
弁
証
森　
　
　
新
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介
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紀
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恵
空
の
追
記
に
割
註
で
引
用
さ
れ
て
い
る
「
知
恩
院
ニ
有w
一
本a
有w
信
寂
房
之
序２q
」
「
源
智
作
也
」
と
い
う
説
は
、
浄
土
宗
鎮
西
派
の
義
山
良
照
の
も
の
で
あ
る
。
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
要
決
』
源
智
撰
説
の
首
唱
者
は
義
山
で
あ
る
ら
し
い
。
後
述
す
る
養
楽
寺
本
『
要
決
』
の
恵
空
本
奥
書
に
次
の
如
く
あ
る
。
元
禄
第
九
丙
子
稔
秋
九
月
、
令p
書-w
写
之a
校
合
二
返
畢
。
但
所p
写
本
古
、
壌
虫
侵p
字
失p
半
者
多
矣
。
能
写
之
此
本
、
若
有w
誤
処q
歟
。
後
見
之
人
、
思p
之
。 
恵
空
子
今
此
所p
写
ノ
本
甚
タ
古
シ
。
義
山
良
照
是
ヲ
所
望
ノ
間
、
銀
子
五
両
ヲ
以
テ
カ
ノ
古
本
ヲ
望p
得
テ
、
義
公
ニ
達
ス
。
義
公
其
本
ヲ
以
テ
写
シ
テ
板
興
セ
シ
ム
。
仍
此
本
ハ
板
前
ノ
実
写
也
。
義
山
云
、「
コ
ノ
作
者
ハ
勢
観
房
ナ
ル
ヘ
シ
」
ト
。
元
禄
九
年
九
月
に
本
書
を
書
写
さ
せ
、
二
度
校
合
し
た
。
た
だ
し
原
本
は
甚
だ
古
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
字
が
紙
魚
に
よ
り
半
ば
失
わ
れ
て
い
た
。
義
山
が
原
本
を
銀
子
五
両
で
望
ん
で
こ
れ
を
得
、
後
に
写
し
て
版
行
さ
せ
た
。
義
山
は
、
こ
の
作
者
は
源
智
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
、
と
。
ま
た
、
中
阿
円
智
が
纂
述
し
義
山
が
重
修
し
た
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』（
元
禄
十
六
年
義
山
序
。
以
下
、『
画
図
翼
賛
』
と
略
す
）
は
、
巻
第
五
十
八
伝
本
第
四
十
五
「
勢
観
房
源
智
」
条
に
「
撰w
『
選
択
要
決
』z
今
在w
知
恩
院
宝
蔵q
」
と
あ
る
。
な
お
、
義
山
が
『
要
決
』
作
者
を
源
智
と
し
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
は
第
四
項
で
推
論
す
る
。
　
右
の
如
く
、
恵
空
は
本
奥
書
で
義
山
が
『
要
決
』
を
版
行
さ
せ
た
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
最
初
の
版
本
で
あ
る
享
保
版
（
五
年
﹇
1 
7 
2 
0
﹈
刊
記
、
六
年
他
序
）
は
義
山
が
享
保
二
年
に
没
し
た
後
、
遺
弟
の
単
阿
祖
巌
が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
祖
巌
は
享
保
版
の
「
選
択
要
決
序
」（
六
年
七
月
廿
五
日
付
）
に
斯
く
記
す
。
有w
勢
観
源
智
上
人z
〔
…
〕
揮p
毫
闢p
邪
廓
如
也
。〔
…
〕
先
師
曽
獲w
斯
書a
有p
意w
于
梓
行q
焉
。
予
頃
曝p
書
之
次
、
偶
爾
披p
巻
。
視p
物
記
得
、
不p
覚
泫
然
。
因
校-w
正
魚
魯a
授w
剞
劂
氏z
以
継w
其
志a
稍
擬w
報
恩q
云
。
源
智
は
筆
を
揮
い
邪
を
斥
け
た
。
先
師
義
山
は
嘗
て
本
書
を
得
、
刊
行
の
意
が
あ
っ
た
も
の
の
果
た
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
、
曝
書
の
時
に
偶
然
こ
れ
を
見
出
し
た
自
分
は
、
継
志
報
恩
の
た
め
誤
字
を
正
し
て
刻
工
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
、
と
。
同
版
は
明
治
時
代
の
浄
土
宗
全
書
で
も
底
本
に
用
い
ら
れ
た
。
　
た
だ
し
こ
の
享
保
版
は
、
写
本
と
比
較
す
る
と
、
田
中
智
肇
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
全
篇
を
通
じ
て
多
く
字
句
の
改
廃
に
止
ま
り
、
意
味
を
変
更
せ
る
所
は
余
り
見
当
ら
な
い
」
も
の
の
「
改
竄
添
削
実
に
甚
だ
し
い３
」。
し
か
も
内
題
「
選
択
要
決
」
の
下
に
「
沙
門
源
智　
述
」
五
字
を
加
え
て
い
る
。
当
時
は
撰
号
の
な
い
写
本
の
存
在
が
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、『
画
図
翼
賛
』
と
享
保
版
『
要
決
』
に
よ
っ
て
義
山
の
『
要
決
』
源
智
撰
説
も
ま
た
浄
土
宗
内
外
に
流
布
し
た
。
第
二
項
　
信
寂
撰
説
と
『
要
文
』
　
養
楽
寺
本
『
要
決
』
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
江
戸
後
期
の
文
化
十
年
（
1 
8 
1 
3
）、
真
宗
大
谷
派
の
万
徳
寺
了
祥
が
恵
空
旧
住
の
西
福
寺
に
あ
っ
た
同
書
写
本
を
了
明
雪
光
に
書
写
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
自
著
『
選
択
集
昨
非
鈔
』
五
巻
（
文
政
十
三
年
﹇
1 
8 
3 
0
﹈
自
序
。
以
下
、『
昨
非
鈔
』
と
略
す
）
で
、『
選
択
集
』
の
撰
述
年
や
執
筆
者
を
考
証
す
る
た
め
「
勢
観
ノ
『
要
決
』」
（
二
〇
四
頁
な
ど
）
を
大
い
に
用
い
た
。
同
派
の
先
学
で
あ
る
恵
空
を
「
空
公
」
と
敬
称
す
る
了
祥
は
、
そ
の
「
カ
ノ
書
ヲ
抜
取
テ
可p
論
事
多
シ
。
後
学
為p
之
」（
前
引
）
と
い
う
遺
訓
を
実
践
し
た
と
言
い
得
る
。
　
た
だ
し
了
祥
は
、『
昨
非
鈔
』
巻
第
二
の
冠
註
で
「『
選
択
要
決
』
ノ
事
、
コ
ノ
鈔
ノ
後
ニ
考
テ
信
寂
ト
ス
ル
事
、『
要
決
』
ノ
袖
書
ノ
如
シ
」（
二
〇
一
頁
）
と
し
た
。
や
は
り
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
要
決
』
信
寂
撰
説
の
首
唱
者
は
了
祥
で
あ
る
ら
し
い
。
　
そ
も
そ
も
前
項
で
見
た
如
く
、
恵
空
は
『
叢
林
記
』
追
記
で
『
要
決
』
に
つ
い
て
「
知
恩
院
ニ
有w
一
本a
有w
信
寂
房
之
序q
」
と
い
う
説
を
伝
え
て
い
た
。
ま
た
、
義
山
は
『
画
図
翼
賛
』
巻
第
五
十
七
伝
本
第
六
「
播
磨
信
寂
房
」
条
で
、
信
寂
に
つ
い
て
「
修-w
飾
『
選
択
要
決
』〈
源
智
上
人
作
〉a
正w
門
徒
紕
繆q
」
と
し
て
い
た
。
　
こ
の
朝
日
山
信
寂
（
未
詳
〜
寛
元
二
年
﹇
1 
2 
4 
4
﹈）
は
源
智
と
同
じ
く
源
空
面
授
の
弟
子
で
あ
り
、
播
磨
義
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
門
流
が
播
州
で
栄
え
た
も
の
の
後
に
絶
え
た
た
め
、
そ
の
思
想
や
事
跡
は
多
く
伝
わ
っ
て
い
な
い４
。
舜
昌
『
四
十
八
巻
伝
』
こ
と
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
巻
第
四
十
三
（
正
和
二
年
﹇
1 
3 
1 
3
﹈
〜
正
中
元
年
﹇
2 
4
﹈
成
立
）
は
、「
こ
の
ひ
聖じ
り
、
法
門
の
大
綱
『
選
択
集
』
を
本
と
し
て
、
か
の
義
に
た違が
へ
る
事
一
言
も
申
さ
れ
ざ
り
け
り
」（
三
六
九
頁
）
と
す
る
。
ま
た
、
望
西
楼
了
恵
の
『
新
扶
選
択
報
恩
集
』
上
巻
（
元
亨
二
年
﹇
1 
3 
2 
2
﹈
成
立
）
と
『
扶
選
択
正
輪
通
義
』（
同
年
以
後
成
立
）
に
よ
れ
ば
、
嘗
て
華
厳
宗
の
明
慧
房
高
弁
が
『
選
択
集
』
へ
の
破
文
『
摧
邪
輪
』
こ
と
『
於
一
向
専
修
宗
選
択
集
中
摧
邪
輪
』
三
巻
（
建
暦
二
年
﹇
1 
2 
1 
2
﹈
成
立
）
と
『
摧
邪
輪
荘
厳
記
』
一
巻
（
翌
三
年
成
立
）
を
作
る
と
、
信
寂
は
『
慧
命
義
』
一
巻
（
成
立
時
期
未
詳
、
亡
佚
）
を
撰
述
し
て
源
空
『
選
択
集
』
と
高
弁
『
摧
邪
輪
』
を
会
通
し
、
念
仏
の
命
脈
を
保
っ
た
と
い
う５
。
『
選
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証
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了
祥
が
袖
書
で
信
寂
撰
説
を
詳
述
し
た
と
い
う
所
持
本
『
要
決
』
は
亡
佚
し
た
が
、
そ
の
袖
書
を
転
写
し
た
も
の
ら
し
き
「
了
祥
師
考６
」
が
養
楽
寺
本
『
要
決
』
に
合
綴
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
了
祥
後
年
の
『
要
決
』
信
寂
撰
説７
の
根
拠
が
五
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
信
寂
が
『
選
択
集
』
を
本
と
し
て
違
わ
ず
、
高
弁
の
難
破
の
非
を
『
慧
命
義
』
で
明
ら
か
に
し
た
ら
し
い
か
ら
、
同
門
の
難
破
を
決
択
す
る
『
要
決
』
を
撰
述
し
た
と
し
て
も
不
自
然
で
な
い
。
第
二
に
、『
要
決
』
第
十
決
に
『
選
択
集
』
広
略
二
本
の
由
来
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
文
が
源
空
遺
弟
で
あ
る
聖
光
房
弁
長
の
弟
子
で
あ
る
念
阿
良
忠
の
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
巻
第
五
（
建
治
二
年
﹇
1 
2 
7 
6
﹈
前
後
成
立
か
。
以
下
、『
決
疑
鈔
』
と
略
す
）
に
「
有
遺
弟
云８
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
（
三
四
七
頁
）、
そ
し
て
了
誉
聖
冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』
巻
第
十
（
応
永
三
年
﹇
1 
3 
9 
6
﹈
成
立
。
以
下
、『
直
牒
』
と
略
す
）
が
「「
有
遺
弟
」
者
、
信
寂
房
也
」
（
六
一
五
頁
）
と
註
釈
し
て
い
る
。
第
三
に
、
信
寂
『
慧
命
義
』
佚
文
と
『
要
決
』
は
義
勢
が
共
通
す
る
。
第
四
に
、『
要
決
』
は
嘉
禎
二
年
の
成
立
で
あ
り
信
寂
が
没
し
た
の
は
そ
の
七
年
後
だ
か
ら
撰
者
と
な
り
得
る
。
そ
し
て
第
五
に
、
義
山
も
『
画
図
翼
賛
』
で
信
寂
の
修
飾
し
た
『
要
決
』
が
知
恩
院
に
あ
る
と
し
て
い
た
。
　
石
井
教
道
の
言
う
如
く
、「
こ
の
説
を
恰
も
確
定
説
の
如
く
更
に
敷
演
し
た
の
が
其
門
葉
の
法
住
で
あ
り
、
神
興
も
ま
た
そ
の
説
を
う
け
て
ゐ
る９
」。
守
綱
寺
法
住
は
『
選
択
本
願
念
仏
集
慶
応
乙
丑
記
』
上
巻
（
元
治
二
年
﹇
1 
8 
6 
5
﹈
講
説
）
で
「
播
州
朝
日
山
信
寂
坊
の
書
か
れ
た
る
『
選
択
要
決
』」（
五
六
頁
）
と
し
、
憶
念
寺
神
興
（
文
化
十
一
年
﹇
1 
8 
1 
4
﹈
〜
明
治
廿
年
﹇
8 
7
﹈）
は
了
祥
本
『
要
決
』
の
転
写
本
奥
書
で
「
此
書
者
、
吉
水
門
室
播
州
朝
日
山
信
寂
房
真
撰
也
」
と
断
言
し
た
。
た
だ
し
、
や
は
り
石
井
の
言
う
如
く
、
信
寂
撰
説
は
「
法
住
、
神
興
等
が
決
定
的
の
も
の
と
い
ふ
ほ
ど
確
実
な
材
料
が
あ
つ
て
の
事
で
は
な
いＡ
」。
同
門
の
石
川
了
因
は
明
治
卅
四
年
（
1 
9 
0 
1
）、
入
手
し
た
享
保
版
『
要
決
』（
大
谷
大
学
図
書
館
現
蔵
、
請
求
記
号
「
宗
大
四
六
七
六
」）
の
見
返
に
朱
筆
で
「
古
写
本
无w
撰
号q
矣
。〔
…
〕
古
来
、
或
云w
「
朝
日
山
真マ
マ南
作
」a
又
云w
「
勢
観
房
源
智
作
」z
其
実
撰
者
不w
分
明q
」
と
両
説
併
記
し
た
。
　
『
要
決
』
信
寂
撰
説
は
後
に
浄
土
宗
で
も
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
六
年
後
の
四
十
年
、
不
背
道
人
こ
と
浅
井
法
順
は
、
良
忠
弟
子
で
鎌
倉
光
明
寺
第
二
世
の
良
暁
（
建
長
三
年
﹇
1 
2  
5 
1
﹈
〜
嘉
暦
三
年
﹇
1 
3 
2 
8
﹈）
の
も
の
と
さ
れ
る
花
押
が
あ
る
同
寺
蔵
『
決
疑
鈔
』
に
「
出w
信
寂
房
『
要
決
』q
」
と
い
う
傍
註
が
あ
り
、
ま
た
前
述
の
如
く
聖
冏
『
直
牒
』
に
「
有
遺
弟
」
者
、
信
寂
房
也
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、「
良
暁
聖
冏
の
二
師
は
（
記
主
禅
師
〔
良
忠
…
引
用
者
註
〕
も
然
ら
ん
（ママ
此
書
を
以
て
勢
観
房
と
同
門
下
た
る
朝
日
山
信
寂
上
人
の
作
と
な
す
な
り
私
に
案
す
る
に
此
説
古
に
し
て
真
に
近
き
歟
」
と
推
論
し
たＢ
。
こ
の
浅
井
説
に
つ
い
て
は
同
年
、
松
庵
こ
と
松
井
（
後
の
今
岡
）
達
音
が
、
同
寺
蔵
『
決
疑
鈔
』
に
つ
い
て
鎌
倉
檀
林
は
、
観
誉
上
人
〔
祐
崇
（
応
永
卅
三
年
﹇
1 
4 
2 
6
﹈
〜
永
正
六
年
﹇
1 
5 
0 
9
﹈）、
同
寺
第
八
世
…
引
用
者
註
〕
以
前
の
宝
器
は
、
多
く
焼
燼
し
て
保
留
す
へ
か
ら
ざ
る
筈
で
。
〔
…
〕
大
に
疑
は
し
い
。〔
…
〕
寧
ろ
観
誉
上
人
以
後
の
疑
筆
で
あ
る
と
云
ふ
た
方
が
史
実
に
契
ふ
て
居
る
と
思
ふ
。
若
し
果
し
て
観
誉
上
人
以
後
の
擬
筆
と
せ
ば
、
其
書
き
添
へ
て
の
根
拠
は
直
牒
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
な
ど
と
反
論
し
、
旧
来
の
『
要
決
』
源
智
撰
説
を
支
持
し
たＣ
。
た
だ
し
、
光
明
寺
蔵
『
決
疑
鈔
』
後
人
偽
筆
説
以
外
の
松
井
説
は
浅
井
の
言
う
如
く
「
軽
忽
」
で
あ
りＤ
、
松
井
本
人
も
「
誤
解
、
御
門
違
ひ
」
が
あ
っ
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
たＥ
。
　
そ
も
そ
も
真
宗
大
谷
派
の
恵
空
『
叢
林
記
』
と
了
祥
『
昨
非
鈔
』
は
、
後
の
大
正
時
代
の
正
続
真
宗
全
書
に
よ
っ
て
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
ら
し
い
た
め
、
浄
土
宗
の
浅
井
と
松
井
は
当
時
こ
れ
ら
を
読
み
得
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
知
恩
院
に
あ
っ
た
と
い
う
『
要
決
』
は
当
時
す
で
に
亡
佚
し
て
い
た
ら
し
く
、
改
竄
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
写
本
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
二
人
の
論
争
は
週
刊
の
逐
次
刊
行
物
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
以
後
の
研
究
史
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。
　
廿
六
年
後
の
昭
和
八
年
（
1 
9 
3 
3
）
十
一
月
、
浄
土
宗
の
田
中
智
肇
は
「
此
書
者
、
吉
水
門
室
播
州
朝
日
山
信
寂
房
真
撰
也
」（
前
引
）
と
す
る
神
興
本
『
要
決
』
の
自
写
本
を
全
文
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
同
宗
の
了
蓮
寺
文
雄
『
蓮
門
類
聚
経
籍
録
』（
以
下
、『
経
籍
録
』
と
略
す
）
な
ど
に
着
目
し
て
神
興
の
信
寂
撰
説
を
支
持
し
たＦ
。
田
中
は
、『
経
籍
録
』
下
巻
に
『
選
択
集
要
決
』
一
巻　
勢
観
房
源
智
上
人
と
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
別
に
『
慧
命
義
』
一
巻　
　
　
信
寂
『
選
択
要
文
』
一
巻　
　
同
と
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、「
決
の
古
体
を
草
書
に
せ
る
場
合
と
、
文
の
草
体
と
は
、
間
違
易
け
れ
ば
、
信
寂
の
選
択
要
文
は
、
恐
ら
く
選
択
要
決
の
写
誤
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
る
る
の
で
あ
るＧ
」
と
推
論
し
た
。
　
だ
が
『
経
籍
録
』
は
、
闡
誉
教
音
「
蓮
門
経
籍
録
序
」（
文
久
二
年
﹇
1 
8 
6 
2
﹈
付
）
に
よ
れ
ば
、
文
雄
が
寛
保
年
間
（
1 
7 
4 
1
〜
4 
4
）
に
一
巻
本
を
編
ん
だ
後
、
黒
谷
金
戒
光
明
寺
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
　
第
13
号
　
2 
0 
2 
1
年
3
月
（4）203
の
祐
誉
天
従
に
重
補
付
評
さ
れ
て
二
巻
本
と
な
り
、
こ
れ
ら
二
本
が
古
経
堂
（
後
の
養
鸕
）
徹
定
に
取
捨
増
補
さ
れ
た
と
い
う
。
田
中
は
明
ら
か
に
徹
定
本
（
文
久
二
年
他
序
凡
例
）
か
そ
れ
以
後
の
新
し
い
『
経
籍
録
』
を
用
い
て
お
り
、
三
年
後
の
昭
和
十
一
年
に
三
田
全
信
が
批
判
し
たＨ
如
く
、
よ
り
古
い
書
目
を
用
い
れ
ば
田
中
説
は
成
立
し
な
く
な
る
。
　
鸞
宿
『
選
択
集
文
前
綱
義
』（
享
保
七
年
﹇
1 
7 
2 
2
﹈
自
跋
。
以
下
、『
文
前
綱
義
』
と
略
す
）
の
付
録
「
鈔
解
総
目
」
は
、「
破
答
」
部
に
斯
く
載
せ
る
。
○
『
慧
命
義
』
一
巻
〈
播
州
朝
日
山
信
寂
。
破w
『
摧
邪
輪
』q
也
〉
○
『
同
要
文
0
0
0
』
三
巻
0
0
〈
同0
上0
〉
○
『
顕
選
択
』
一
巻
〈
長
楽
寺
隆
寛
律
師
。
破-w
答
『
弾
選
択
』q
ナ
リ
〉
○
『
同
要
決
0
0
0
』
一
巻
0
0
〈
勢
観
房
源
智
上
人
。
破-w
答
門
人
謗
難q
〉
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
信
寂
の
『
要
文
』
と
は
『
選
択
要
文
』
で
な
く
『
慧
命
義
要
文
』
で
あ
り
、
し
か
も
一
巻
で
な
く
三
巻
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
載
せ
ら
れ
た
源
智
『
選
択
要
決
』
一
巻
と
は
完
全
な
別
書
で
あ
る
。
信
寂
に
『
慧
命
義
』
一
巻
だ
け
で
な
く
関
連
別
書
三
巻
が
あ
っ
た
と
す
る
説
は
こ
れ
以
前
に
見
え
な
い
も
の
の
、
信
寂
に
『
要
文
』
な
る
著
書
が
あ
っ
た
と
す
る
説
も
ま
た
こ
れ
以
前
に
見
え
な
い
た
め
、
信
寂
『
要
文
』
三
巻
を
同
『
選
択
要
文
』
一
巻
と
す
る
後
世
の
書
目
は
信
憑
し
難
い
。
　
三
田
は
所
依
書
目
の
問
題
以
外
で
も
田
中
説
を
批
判
し
、
ま
た
大
正
六
年
（
1 
9 
1 
7
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
新
出
の
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
『
法
然
上
人
伝
記
』（
以
下
、『
醍
醐
本
』
と
称
す
）
と
の
比
較
な
ど
に
よ
っ
て
、「
余
は
選
択
要
決
を
古
来
学
者
の
説
の
如
く
、
源
智
上
人
の
述
作
と
し
て
考
ふ
な
りＩ
」
と
評
し
た
。
　
こ
こ
ま
で
の
研
究
史
を
通
観
す
る
と
、
昭
和
八
年
に
田
中
が
神
興
本
『
要
決
』
の
自
写
本
の
全
文
翻
刻
を
公
表
し
、
そ
の
撰
者
が
決
し
て
自
明
で
な
い
と
問
題
提
起
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
田
中
の
書
写
翻
刻
し
た
神
興
本
に
は
不
審
も
あ
り
、
三
田
が
「
今
幸
に
写
本
は
刊
本
よ
り
古
体
を
存
し
て
、
比
較
的
良
本
と
す
と
も
既
に
異
流
者
の
手
に
よ
つ
て
眼
目
と
す
可
き
箇
所
が
改
変
さ
れ
あ
る
以
上
他
は
推
し
て
知
る
可
く
、
直
ち
に
は
信
を
置
き
難
しＪ
」
と
し
て
軽
信
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
一
理
あ
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
中
期
以
来
の
版
本
と
そ
れ
を
底
本
と
し
た
明
治
四
十
年
（
1 
9 
0 
7
）
刊
行
の
浄
土
宗
全
書
本
な
ど
に
よ
っ
て
源
智
撰
説
が
普
及
し
て
お
り
、
し
か
も
神
興
本
が
焼
失
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
も
あ
ろ
う
か
、
同
書
写
本
と
撰
者
問
題
、
殊
に
前
者
へ
の
関
心
は
さ
ほ
ど
高
ま
ら
な
か
っ
た
。
　
田
中
論
文
と
同
じ
八
年
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
六
巻
（
大
東
出
版
社
）
で
、
森
本
真
順
が
源
智
非
撰
説
や
写
本
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
単
純
に
時
す
で
に
遅
か
っ
た
た
め
と
し
て
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
翌
九
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
浄
土
宗
典
刊
行
会
編
『
浄
土
宗
全
書
解
題
』（
浄
土
宗
典
刊
行
会
）
の
「
選
択
要
決
」
項
で
、
今
岡
達
音
が
浅
井
な
ど
の
非
撰
説
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は
理
解
し
難
い
。
　
六
年
後
の
十
五
年
、
望
月
信
亨
は
『
浄
土
教
概
論
』（
弘
文
堂
書
房
）
で
「
信
寂
選
択
要
決
」
（
二
二
〇
〜
一
頁
）
と
し
て
お
り
、
田
中
の
信
寂
撰
説
を
採
用
し
た
ら
し
い
。
ま
た
、
五
年
後
の
廿
年
に
石
井
が
大
著
『
選
択
集
の
研
究
註
疏
篇
』（
誠
文
堂
新
光
社
）
で
恵
空
『
叢
林
記
』
や
了
祥
『
昨
非
鈔
』、
養
楽
寺
本
『
要
決
』
な
ど
の
真
宗
文
献
も
渉
猟
し
て
、
信
寂
撰
説
に
傾
い
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
るＫ
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
養
楽
寺
本
な
ど
写
本
研
究
へ
の
関
心
を
惹
起
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
たＬ
。
撰
者
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
も
、
五
十
一
年
に
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
浄
土
宗
大
辞
典
』
第
二
巻
（
浄
土
宗
大
辞
典
刊
行
会
）
が
「
選
択
集
の
末
書
」
項
で
、『
要
決
』
に
つ
い
て
旧
来
の
源
智
撰
説
を
維
持
し
つ
つ
田
中
や
石
井
の
信
寂
撰
説
も
併
記
し
、
五
十
九
年
に
深
貝
慈
孝
が
三
田
の
源
智
撰
説
を
発
展
さ
せ
た
（
後
述
）
も
の
の
、
そ
れ
以
上
は
深
ま
ら
な
か
っ
た
。
第
三
項
　
広
川
説
の
意
義
と
問
題
　
後
述
を
予
告
し
て
論
及
し
な
か
っ
た
事
実
や
問
題
は
幾
つ
か
あ
る
も
の
の
、
広
川
堯
敏
の
研
究
成
果
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
の
『
要
決
』
研
究
史
は
概
ね
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
広
川
は
、
聖
徳
寺
本
を
発
見
紹
介
し
養
楽
寺
本
を
翻
刻
公
表
す
るＭ
な
ど
の
写
本
研
究
を
大
い
に
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
撰
者
問
題
に
つ
い
て
一
連
の
重
要
か
つ
斬
新
な
学
説
を
提
唱
し
て
い
く
。
　
広
川
説
に
よ
れ
ば
、『
要
決
』
撰
者
は
源
空
遺
弟
を
自
称
し
て
い
な
が
ら
遺
弟
で
あ
る
源
智
や
信
寂
で
な
く
、「
三
祖
良
忠
の
門
流
に
つ
ら
な
る
鎮
西
系
の
僧
」
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
成
立
時
期
は
「
法
然
滅
後
二
十
五
年
で
は
な
く
て
」、
源
空
遺
弟
の
善
慧
房
証
空
の
門
流
で
あ
る
鵜
木
行
観
が
弘
安
十
年
（
1 
2 
8 
7
）
か
翌
正
応
元
年
に
『
選
択
本
願
念
仏
集
秘
鈔
』（
以
下
、『
秘
鈔
』
と
略
す
）
を
著
わ
し
た
後
、
す
な
わ
ち
源
空
没
後
七
十
五
年
以
上
だ
と
い
うＮ
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
『
要
決
』
が
撰
述
さ
れ
た
理
由
は
、
鎮
西
流
の
良
忠
門
流
が
当
時
、
西
山
流
の
行
観
な
ど
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
広
川
は
「
偽
撰
」
や
「
偽
作
」、「
偽
書
」
な
ど
の
語
を
用
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
説
は
鎮
徒
偽
撰
説
と
称
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
そ
も
そ
も
『
要
決
』
の
決
択
す
る
十
難
の
幾
つ
か
が
証
空
の
西
山
義
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
『
選
択
要
決
』
撰
者
弁
証
（5）202
は
、
夙
に
了
祥
な
ど
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
たＯ
。
広
川
は
、
同
書
は
弁
長
著
書
と
七
つ
の
「
一
致
」
を
、
ま
た
良
忠
教
学
と
五
つ
の
「
思
想
的
な
共
通
点
」
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
で
き
、
そ
し
て
同
書
に
は
行
観
『
秘
鈔
』
を
読
ん
で
書
か
れ
た
ら
し
い
記
事
が
あ
る
と
す
るＰ
。
こ
の
広
川
説
へ
の
批
判
は
見
出
し
難
く
、
平
成
廿
八
年
（
2 
0 
1 
6
）
刊
行
の
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
実
行
委
員
会
編
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』（
浄
土
宗
）
で
広
川
が
執
筆
し
た
「
選
択
要
決
」
項
で
も
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
従
い
得
な
い
。
以
下
、
一
々
挙
げ
て
一
々
決
す
るＱ
。
　
ま
ず
、
広
川
の
挙
げ
た
『
要
決
』
と
弁
長
著
書
と
の
「
一
致
」
な
る
も
の
七
つ
は
、
す
べ
て
似
て
非
な
る
も
の
か
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、『
要
決
』
序
は
一
部
の
源
空
遺
弟
が
『
選
択
集
』
を
「
難
」
じ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
、
弁
長
『
徹
選
択
本
願
念
仏
集
』
上
巻
（
嘉
禎
三
年
﹇
1 
2 
3 
7
﹈
成
立
。
以
下
、『
徹
選
択
』
と
略
す
）
は
一
部
の
源
空
遺
弟
が
『
選
択
集
』
を
「
抛
」
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
（
九
六
〜
七
頁
）。
抛
つ
と
は
捨
て
て
顧
み
な
い
こ
と
で
あ
り
、
難
ず
る
と
似
て
非
で
あ
る
。
ま
た
何
れ
に
せ
よ
、『
選
択
集
』
に
背
い
た
一
部
遺
弟
を
弾
指
す
る
遺
弟
が
弁
長
以
外
に
も
い
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
有
り
得
るＲ
。
　
第
二
に
、『
要
決
』
第
三
難
に
よ
れ
ば
「
此
集
唯
為w
浅
機a
且
述w
浅
義q
」
と
す
る
難
者
が
い
た
と
い
い
、
弁
長
『
徹
選
択
』
下
巻
に
よ
れ
ば
「
称
名
是
浅
」
と
す
る
難
者
が
い
た
と
い
う
（
一
〇
五
頁
）。『
選
択
集
』
と
称
名
行
は
大
き
く
異
な
る
。
　
第
三
に
、『
要
決
』
第
三
決
は
「
文
」
を
守
れ
、「
先
師
之イ無
遺
言
」
を
守
れ
と
し
、
弁
長
『
末
代
念
仏
授
手
印
』（
安
貞
二
年
﹇
1 
2 
2 
8
﹈
成
立
。
以
下
、『
授
手
印
』
と
略
す
）
は
「
現
文
之
義
」
を
捨
て
る
な
、「
無
文
之
義
」
を
言
う
な
と
し
て
い
る
（
一
一
頁
）。
し
か
し
弁
長
は
、
直
前
で
「
法
然
上
人
之
義
」
に
違
う
な
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
で
所
謂
「
現
文
」
と
は
源
空
遺
著
で
な
く
「
善
導
御
釈
」
で
あ
る
。
　
第
四
に
、『
要
決
』
第
四
決
に
「
乃
至
滅
後
、
重w
其
恩q
恐
如w
尺釈イ
尊q
」
と
あ
り
、
弁
長
『
念
仏
三
心
要
集
』（
寛
喜
三
年
﹇
1 
2 
3 
1
﹈
〜
嘉
禎
四
年
﹇
3 
8
﹈
成
立
）
に
同
『
授
手
印
』
か
ら
引
用
し
て
「
弟
子
弁
阿
為w
法
然
上
人q
以w
大
師
釈
尊q
仰
奉
矣
」（
三
九
一
頁
）
と
あ
る
。
し
か
し
、『
要
決
』
第
四
決
は
源
空
が
専
修
念
仏
を
天
下
に
化
導
し
た
か
ら
そ
の
恩
を
重
ん
じＳ
、
弁
長
は
源
空
が
善
導
釈
義
を
勘
出
し
た
か
ら
仰
ぎ
奉
っ
て
お
り
、
似
て
非
で
あ
る
。
　
第
五
に
、『
要
決
』
第
六
条
が
「
此
集
且
明w
起
行
分
際a
未p
謂w
安
心
法
門q
」
と
い
う
難
破
を
決
択
し
、
弁
長
『
念
仏
名
義
集
』
下
巻
（
寛
喜
三
年
﹇
1 
2 
3 
1
﹈
〜
嘉
禎
四
年
﹇
3 
8
﹈
成
立
）
な
ど
も
ま
た
同
趣
の
異
義
を
弾
指
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
難
破
異
義
は
と
も
に
成
覚
房
幸
西
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
幸
西
は
源
空
遺
弟
で
あ
り
な
が
ら
背
師
自
立
し
た
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
れ
を
『
要
決
』
撰
者
と
弁
長
が
同
じ
よ
う
に
弾
指
し
た
こ
と
は
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
。
　
第
六
に
、
広
川
に
よ
れ
ば
「〔『
要
決
』
…
引
用
者
註
〕
第
七
難
の
文
と
聖
光
の
『
西
宗
要
』・
証
空
の
『
自
筆
鈔
』
と
を
対
照
し
て
示
す
と
、〔
…
〕
ほ
ぼ
一
致
す
る
」、「
第
七
難
の
難
者
と
『
西
宗
要
』
の
難
者
と
は
と
も
に
証
空
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」
と
い
う
。
筆
者
は
西
山
義
へ
の
理
解
が
狭
く
浅
い
た
め
、
広
川
所
引
の
三
文
を
比
較
し
て
も
同
異
を
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
何
れ
に
せ
よ
、
明
ら
か
な
同
文
関
係
は
見
ら
れ
ず
、
右
の
第
五
と
同
じ
く
『
要
決
』
第
七
決
と
弁
長
『
西
宗
要
』
こ
と
『
浄
土
宗
要
集
』（
嘉
禎
三
年
﹇
1 
2 
3 
7
﹈
成
立
）
が
と
も
に
西
山
義
を
弾
指
し
た
と
し
て
も
、そ
れ
は
偶
然
の
一
致
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
し
て
第
七
に
、『
要
決
』
第
九
決
は
往
生
極
楽
の
得
否
が
「
臨
終
之
正
念
」
に
よ
ら
な
い
と
す
る
説
を
破
し
、
弁
長
『
念
仏
名
義
集
』
下
巻
は
念
仏
三
種
行
儀
に
つ
い
て
「
第
三
臨
終
行
儀
ト
申
ス
ハ
一
期
ノ
大
事
是
ニ
無p
過
也
」
云
々
と
し
て
い
る
（
三
八
〇
頁
）。
し
か
し
臨
終
に
つ
い
て
、
前
者
は
正
念
を
重
ん
じ
後
者
は
行
儀
を
重
ん
じ
て
い
る
た
め
、
似
て
非
で
あ
るＴ
。
　
次
に
、
広
川
の
挙
げ
た
『
要
決
』
と
良
忠
教
学
の
「
思
想
的
な
共
通
点
」
な
る
も
の
五
つ
は
、
す
べ
て
似
て
非
な
る
も
の
か
偶
然
の
一
致
か
、
ま
た
は
良
忠
が
同
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
うＵ
。第
一
に
、『
要
決
』
第
九
決
に
「
先
師
在
生
之
化
儀
者
、敢
不p
違w
此
集
之
義
勢
0
0q
」
と
あ
り
、
広
川
は
こ
の
「
義
勢
」
が
「
良
忠
の
著
作
に
頻
出
す
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、「
義
勢
」
は
『
要
決
』
で
頻
出
せ
ず
、
こ
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
と
同
義
ら
し
き
「
義
分
」
は
第
十
決
に
二
例
あ
る
。
　
第
二
に
、『
要
決
』
第
一
条
に
「
此
集
非w
先
師
作a
弟
子
所p
造
」
云
云
。〔
…
〕
凡
以w
師
範
口
筆q
留w
弟
子
手
跡a
此
世
常
習
也
。
何
必
弟
子
造
。
と
あ
り
、
良
忠
『
選
択
疑
問
答
』（
建
治
三
年
﹇
1 
2 
7 
7
﹈
成
立
。
以
下
、『
疑
問
答
』
と
略
す
）
に
疑
問
云
、「
有
人
云
、「
上
人
御
病
中
真
観
房
撰p
之
間
、
上
人
雖p
有w
一
見a
不p
及w
再
治z
故
文
相
不
審
也
〈
取
意
〉」
。〔
…
〕「
病
中
」
者
何
時
哉
、
指w
製
作
時q
歟
。
若
爾
、
其
後
上
人
在
世
十
五
年
也
。
若
未w
再
治q
故
有w
非
義q
者
、
何
不p
被w
研
竅q
矣
。
 
（
六
二
五
〜
六
頁
）
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
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と
あ
る
。
こ
れ
ら
二
者
は
と
も
に
源
空
『
選
択
集
』
を
擁
護
し
て
い
る
が
、
似
て
非
で
あ
る
。
前
者
は
、『
選
択
集
』
は
源
空
が
口
述
し
て
弟
子
に
執
筆
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
書
を
作
る
こ
と
は
世
間
の
常
習
だ
か
ら
、
同
書
は
あ
く
ま
で
源
空
の
書
で
あ
り
弟
子
の
書
で
な
い
、
と
す
る
。
後
者
は
、『
選
択
集
』
は
源
空
の
病
中
に
弟
子
が
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
源
空
は
一
読
し
た
も
の
の
修
正
に
及
ば
な
か
っ
た
か
ら
文
相
に
不
審
が
あ
る
、
と
い
う
説
に
つ
い
て
毘
沙
門
堂
阿
弥
か
ら
問
わ
れ
、
源
空
は
同
書
の
撰
述
後
十
五
年
ま
で
存
命
だ
っ
た
か
ら
、
同
書
に
未
修
正
の
非
義
は
有
り
得
な
い
、
と
答
え
る
。
　
第
三Ｖ
、
第
四
に
、
広
川
は
『
要
決
』
第
七
、
第
十
決
と
良
忠
『
東
宗
要
』
こ
と
『
浄
土
宗
要
集
』
巻
第
三
第
十
四
条
、
巻
第
一
第
七
条
（
弘
安
五
年
﹇
1 
2 
8 
2
﹈
〜
九
年
﹇
8 
6
﹈
成
立
）
か
ら
文
を
引
き
、
そ
れ
ぞ
れ
「
き
わ
め
て
よ
く
対
応
し
て
い
る
」「
よ
く
対
応
す
る
」
と
す
る
。
こ
の
対
応
は
偶
然
の
近
似
に
見
え
な
く
も
な
い
が
、
一
方
を
読
ん
で
他
方
が
書
か
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
後
者
で
あ
っ
て
も
広
川
所
引
の
二
対
四
文
か
ら
で
は
そ
の
先
後
関
係
を
判
断
し
難
い
。
　
こ
の
先
後
関
係
を
解
明
す
る
た
め
に
も
着
目
す
べ
き
は
、「
思
想
的
な
共
通
点
」
な
る
も
の
の
第
五
で
あ
る
。
前
項
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
当
時
存
在
し
た
『
選
択
集
』
の
広
略
二
本
を
『
要
決
』
第
十
決
は
問
答
体
で
こ
う
説
明
す
る
。
問
、「
於w
流
布
本a
有w
広
略
異z
其
相
違
有w
何
故q
」。答
、「
略
者
、即
是
高
覧
本
也
。
然
執
筆
弟
子
為w
初
心
学
者a
後
加w
名
目q
」。問
、「
就w
異
本a
其
意
別
耶
」。答
、「
雖
p
無w
幾
別a
非p
無w
少
異z
所
詮
不p
可p
如w
高
覧
本q
」。
略
本
は
九
条
兼
実
の
高
覧
に
供
し
た
も
の
で
、
広
本
は
執
筆
の
弟
子
が
初
心
学
者
の
た
め
に
名
目
を
加
え
た
も
の
だ
。
二
本
は
大
同
小
異
だ
が
、
所
詮
は
高
覧
本
が
善
本
だ
、
と
。
そ
し
て
良
忠
『
決
疑
鈔
』
巻
第
五
に
こ
う
あ
る
。
『
選
択
集
』
本
有w
広
略a
略
則
高
覧
本
。有
遺
弟
云
0
0
0
0
、「
広
本
者
、執
筆
人
為w
初
心
者a
後
加w
名
目z
自
有w
少
異a
不p
如w
高
覧
本q
」
云
云
。 
（
一
部
前
掲
、
三
四
七
頁
）
『
選
択
集
』
に
は
広
略
二
本
が
あ
り
、
略
本
は
兼
実
の
高
覧
に
供
し
た
も
の
だ
。
あ
る
遺
弟
に
よ
れ
ば
、
広
本
は
執
筆
の
人
が
初
心
者
の
た
め
に
名
目
を
加
え
た
も
の
で
、
小
異
が
あ
り
高
覧
本
が
善
本
だ
と
い
う
、
と
。
こ
れ
ら
二
文
に
は
明
ら
か
な
同
文
関
係
が
あ
る
。
　
そ
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
良
忠
が
『
選
択
集
』
広
略
二
本
の
略
本
が
善
本
だ
と
す
る
説
を
引
き
な
が
ら
、
広
川
の
指
摘
す
る
如
く
諸
書
で
「
自
ら
の
鎮
西
義
を
展
開
す
る
文
証
と
し
て
し
ば
し
ば
広
本
を
引
用
し
て
い
る
」
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
広
略
二
本
に
つ
い
て
、『
要
決
』
は
「
不p
可0p
如w
高
覧
本q
」
と
し
、
良
忠
『
決
疑
鈔
』
は
「
不p
如w
高
覧
本q
」
と
し
て
、
と
も
に
高
覧
本
す
な
わ
ち
略
本
を
善
本
と
す
る
も
の
の
、
前
者
は
「
可
」
字
が
あ
っ
て
略
本
を
用
い
る
べ
き
こ
と
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
。広
本
も
多
用
し
て
い
た
良
忠
の
門
流
が
、「
不
p
可p
如w
高
覧
本q
」
と
す
る
『
要
決
』
を
偽
作
し
た
と
は
考
え
難
い
。
　
右
の
如
く
、
良
忠
は
広
略
二
本
の
由
来
な
ど
を
「
有
遺
弟
」
の
説
と
し
て
述
べ
、
そ
の
遺
弟
の
名
を
示
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
名
を
知
っ
て
い
な
が
ら
明
か
す
こ
と
を
憚
っ
た
の
で
な
く
、
出
典
で
あ
る
『
要
決
』
に
撰
号
が
な
か
っ
た
た
め
、
誰
の
説
か
を
知
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
広
川
が
『
要
決
』
の
成
立
時
期
を
行
観
『
秘
鈔
』
以
後
と
し
た
根
拠
は
『
要
決
』
第
十
決
に
あ
る
。
同
決
は
、
あ
る
遺
弟
が
『
選
択
集
』
は
上
人
の
命
に
よ
り
自
分
が
要
文
を
集
め
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
遺
弟
は
四
十
年
近
く
前
の
建
久
九
年
当
時
、
年
齢
も
才
芸
も
な
か
っ
た
た
め
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
る
。
こ
の
遺
弟
は
明
ら
か
に
証
空
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
伝
存
史
料
に
お
い
て
、
証
空
が
『
選
択
集
』
執
筆
に
関
与
し
た
と
す
る
主
張
の
初
見
は
行
観
『
秘
鈔
』
で
あ
る
た
め
、
広
川
は
そ
れ
以
後
に
『
要
決
』
が
撰
述
さ
れ
た
と
す
る
。
　
だ
が
、
こ
の
広
川
説
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
証
空
の
『
選
択
集
』
撰
述
へ
の
関
与
が
虚
説
か
秘
説
の
何
れ
か
、
ま
た
は
そ
の
両
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
も
し
証
空
の
撰
述
関
与
が
他
流
で
も
知
り
得
る
よ
う
な
主
張
で
あ
れ
ば
、
し
か
も
も
し
そ
れ
が
た
だ
の
主
張
で
な
く
事
実
で
あ
れ
ば
、『
要
決
』
の
成
立
時
期
を
行
観
『
秘
鈔
』
以
後
と
す
べ
き
理
由
が
な
く
な
る
。
　
廬
山
寺
蔵
の
草
稿
本
『
選
択
集
』
の
本
文
に
は
三
人
の
筆
跡
が
あ
り
、
上
田
良
準
は
そ
の
三
筆
の
第
三
を
証
空
の
真
跡
と
特
定
し
たＷ
。
建
久
九
年
当
時
に
廿
二
歳
で
あ
っ
た
証
空
が
源
空
の
『
選
択
集
』
撰
述
で
大
い
に
貢
献
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
や
や
誇
張
す
れ
ば
『
要
決
』
所
引
の
あ
る
遺
弟
に
よ
る
「
此
集
是
当
初
依w
上
人
命a
我
集w
要
文q
」
と
い
う
主
張
が
成
立
す
る
。
　
伝
存
史
料
に
よ
れ
ば
、
山
門
が
『
選
択
集
』
を
邪
書
と
し
在
々
所
々
の
本
を
焼
く
べ
し
と
ま
で
奏
聞
し
た
の
は
、
源
空
没
後
十
五
年
の
嘉
禄
三
年
（
1 
2 
2 
7
）
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
も
同
書
へ
の
破
文
を
作
る
者
は
い
た
が
、
執
筆
し
た
こ
と
を
隠
さ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
選
択
集
』
撰
述
で
の
執
筆
を
嘗
て
証
空
か
そ
の
門
弟
が
誇
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
嘉
禎
二
年
に
『
要
決
』
が
『
選
択
要
決
』
撰
者
弁
証
（7）200
弾
指
し
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
有
り
得
る
。
　
筆
者
が
広
川
説
を
知
っ
た
当
初
か
ら
懐
い
て
き
た
不
審
で
最
大
の
も
の
は
、
仮
に
良
忠
門
流
が
証
空
門
流
な
ど
に
対
抗
す
る
た
め
『
要
決
』
を
偽
作
し
た
と
す
れ
ば
、
広
川
の
強
調
す
る
如
く
同
書
に
撰
号
が
な
い
の
は
何
故
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
偽
書
は
通
常
、
信
を
得
る
た
め
偉
人
の
名
を
騙
っ
て
誇
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
本
文
を
偽
作
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
撰
号
も
偽
作
す
れ
ば
よ
い
。
撰
者
を
源
智
か
信
寂
、
流
祖
弁
長Ｘ
な
ど
と
偽
称
し
て
も
よ
く
、
ま
た
成
立
し
た
と
い
う
時
期
を
源
空
没
後
第
廿
五
年
で
な
く
第
十
五
年
な
ど
に
設
定
し
、
当
時
存
命
で
あ
り
源
空
遺
弟
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
法
蓮
房
信
空
か
長
楽
寺
隆
寛
、
安
居
院
聖
覚
な
ど
の
秘
書
だ
と
偽
称
し
て
も
よ
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
に
撰
号
の
な
い
『
要
決
』
を
偽
作
し
た
と
す
れ
ば
、
余
り
に
不
審
で
あ
る
。
　
ま
た
、
仮
に
紙
墨
を
費
や
し
て
偽
作
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
こ
れ
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
良
忠
門
流
で
『
要
決
』
の
名
を
出
し
た
り
そ
の
文
を
引
い
た
り
し
た
事
例
が
伝
存
史
料
で
確
認
で
き
ず
、
こ
れ
も
不
審
で
あ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
広
川
の
鎮
徒
偽
撰
説
は
成
立
し
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
項
　
源
智
撰
説
と
信
寂
本
　
「
問
題
の
所
在
」
で
述
べ
た
如
く
、
筆
者
は
『
要
決
』
を
源
智
が
嘉
禎
二
年
に
著
わ
し
た
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
項
で
は
旧
来
の
源
智
撰
説
を
整
理
補
強
す
る
と
と
も
に
、
信
寂
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
　
第
一
項
で
述
べ
た
如
く
、
江
戸
中
期
に
「
コ
ノ
作
者
ハ
勢
観
房
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
首
唱
し
た
の
は
浄
土
宗
鎮
西
流
の
義
山
で
あ
る
。
鎮
西
流
は
鎌
倉
後
期
に
源
智
門
流
と
合
流
し
、
流
祖
弁
長
と
と
も
に
源
智
も
ま
た
崇
重
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
「
了
祥
師
考
」
は
、
義
山
に
よ
る
『
要
決
』
源
智
撰
説
の
提
唱
を
「
自
流
ヲ
カ飾サ
ル
心
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
批
判
し
た
。
義
山
に
そ
の
よ
う
な
私
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
義
山
の
推
測
を
筆
者
が
推
測
す
る
に
、
源
智
撰
説
の
根
拠
は
「
勢
観
上
人
記
」
と
い
う
撰
号
の
あ
る
「
浄
土
宗
見
聞
」（『
拾
遺
漢
語
燈
録
』）
と
『
要
決
』
が
複
数
箇
所
で
共
通
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
ろ
う
。
後
の
大
正
時
代
に
「
浄
土
宗
見
聞
」
よ
り
も
古
態
を
留
め
た
『
醍
醐
本
』
第
一
篇
「
一
期
物
語
」
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
見
聞
出w
勢
観
房q
」
と
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
が
源
智
と
深
く
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
　
煩
を
避
け
て
引
用
し
な
い
が
、
三
田
と
深
貝
が
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
一
期
物
語
」
と
『
要
決
』
は
数
箇
所
で
文
章
と
内
容
が
ほ
ぼ
一
致
す
るＹ
。
た
だ
し
「
一
期
物
語
」
第
八
条
（
一
三
ウ
）
と
『
要
決
』
第
十
決
、
そ
し
て
「
一
期
物
語
」
第
廿
一
条
（
二
二
オ
）
と
『
要
決
』
第
八
決
の
よ
う
な
一
致
だ
け
で
は
、
源
智
見
聞
を
読
ん
だ
別
人
が
『
要
決
』
を
著
わ
し
た
と
い
う
書
承
関
係
も
有
り
得
る
た
め
、
同
書
源
智
撰
説
の
根
拠
と
し
て
十
分
で
な
い
。
　
卑
見
に
よ
れ
ば
、
最
も
重
要
な
共
通
箇
所
は
次
の
も
の
で
あ
る
。「
一
期
物
語
」
第
廿
条
に
或
時
云
、「
汝
有w
『
選
択
集
』
云
文q
知
否
」。「
不p
知
」
之
由
。「
此
文
我
作
文
也
0
0
0
0
0
0
。
汝
可p
見p
之
。「
我
存
生
之
間
0
0
0
0
0
、
不0p
可0w
流
布
0
0q
」
之
由
、
禁p
之
。
故
人
々
秘p
之
」。
依p
之
以w
成
覚
房
本q
写p
之
。 
（
二
一
ウ
）
と
あ
り
、『
要
決
』
第
一
決
に
先
師
在
生
之
昔
、「
此
書
是
我
所
造
0
0
0
0
0
0
。
予
存
命
之
間
0
0
0
0
0
、
努
力
莫
0
0
0w
流
布
0
0q
」
云
云
。
仏
子
面-w
受
厳
命a
于p
今
無p
忘
・焉イ
。
と
あ
る
。
自
分
は
嘗
て
上
人
か
ら
『
選
択
集
』
は
我
が
著
作
だ
と
教
え
ら
れ
、
そ
の
生
前
公
開
を
禁
じ
ら
れ
た
、
と
。
そ
も
そ
も
『
選
択
集
』
末
尾
に
は
所
謂
埋
壁
の
誡
が
あ
り
、
ま
た
隆
寛
と
弁
長
も
自
分
は
同
書
の
生
前
公
開
を
禁
じ
ら
れ
た
と
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
たＺ
。
だ
が
、
源
空
か
ら
如
何
な
る
言
で
禁
じ
ら
れ
た
か
と
い
う
説
明
は
、
諸
弟
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
る
。
『
要
決
』
第
一
決
と
こ
れ
ほ
ど
文
章
が
一
致
す
る
伝
存
史
料
は
源
智
見
聞
以
外
に
な
く
、『
要
決
』
撰
者
は
源
智
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
　
な
お
、「
了
祥
師
考
」
は
次
の
如
く
述
べ
て
『
要
決
』
撰
者
候
補
の
第
三
と
し
て
湛
空
を
挙
げ
て
い
た
。
文
ニ
「
尊
体
隠
、
遺
跡
娥
」
ノ
言
ア
リ
。
又
没
後
「
五
々
星
霜
」
ト
。
爾
ル
ニ
建
暦
二
ヨ
リ
嘉
禎
二
ニ
至
ル
廿
五
年
ニ
シ
テ
、
コ
ノ
年
ヨ
リ
四
年
前
二
尊
院
ニ
塔
ヲ
タ立
ツ
。
大
谷
ニ
帰
ス
ル
ハ
暦
仁
元
年
ニ
シ
テ
三
年
後
ナ
リ
。
サ
レ
ハ
廿
五
年
ノ
コ
ロ
ハ
二
尊
院
ナ
レ
ハ
、
今
書
若
ハ
正
信
カ
。
『
要
決
』
第
九
決
は
源
空
の
遺
跡
に
言
及
し
て
お
り
、
撰
者
は
そ
の
遺
跡
に
深
い
縁
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
同
書
の
成
立
し
た
嘉
禎
二
年
（
1 
2 
3 
6
）
当
時
、
後
に
知
恩
院
と
な
る
大
谷
は
未
だ
再
興
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遺
跡
と
は
嵯
峨
二
尊
院
の
塔
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、『
要
決
』
撰
者
は
そ
の
塔
を
立
て
た
湛
空
か
も
知
れ
な
い
、
と
。
　
だ
が
、
こ
の
「
大
谷
ニ
帰
ス
ル
ハ
暦
仁
元
年
ニ
シ
テ
三
年
後
ナ
リ
」
は
た
だ
の
誤
認
で
あ
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
　
第
13
号
　
2 
0 
2 
1
年
3
月
（8）199
ろ
う
。
初
期
知
恩
院
史
に
つ
い
て
は
伝
存
史
料
が
乏
し
く
明
ら
か
で
な
い
が
、
伝
存
最
古
の
寺
伝
で
あ
る
『
総
本
山
知
恩
院
旧
記
採
要
録
』（
元
禄
三
年
﹇
1 
6 
9 
0
﹈
前
後
成
立
）
な
ど
は
源
智
が
、
暦
仁
元
年
（
1 
2 
3 
8
）
で
な
く
文
暦
元
年
（
1 
2 
3 
4
）
に
再
興
し
た
と
し
て
い
る
。
『
要
決
』
成
立
当
時
の
源
空
遺
跡
と
は
嵯
峨
で
な
く
大
谷
で
あ
ろ
う
。
　
『
要
決
』
同
決
に
は
、「
了
祥
師
考
」
が
一
部
引
用
し
た
よ
う
に
「
尊
体
隠
、
遺
跡
娥峨カ
、
古
言
止
、
筆
点
芳
」
と
あ
る
。
今
日
、
源
空
の
遺
体
は
隠
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
遺
跡
は
顕
ら
か
で
、
自
分
た
ち
は
源
空
の
肉
声
を
聞
き
得
な
く
な
っ
た
が
遺
著
を
読
み
得
る
、
と
。
こ
れ
は
『
要
決
』
撰
者
の
源
智
が
、
二
年
前
に
自
分
の
再
興
し
た
大
谷
遺
跡
の
意
義
を
強
調
し
た
も
の
と
見
得
るａ
。
　
『
要
決
』
に
は
「
一
期
物
語
」
第
一
条
と
同
文
関
係
に
あ
る
箇
所
も
複
数
あ
る
。
卑
見
に
よ
れ
ば
、「
一
期
物
語
」
前
三
条
は
本
来
「
法
然
上
人
伝
記
付
一
期
物
語
」
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
本
来
伝
記
で
あ
っ
た
箇
所
が
源
空
の
法
語
ら
し
く
改
変
さ
れ
、
文
章
も
増
補
さ
れ
て
伝
存
の
第
一
条
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
るｂ
。
そ
の
た
め
、
源
空
行
状
に
つ
い
て
の
「
一
期
物
語
」
第
一
条
と
『
要
決
』
の
同
文
関
係
は
、
両
者
が
同
一
人
物
に
由
来
す
る
か
ら
で
な
く
、
源
空
行
状
に
つ
い
て
よ
く
知
り
得
な
か
っ
た
源
智
が
「
一
期
物
語
」
第
一
条
を
参
照
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
『
要
決
』
第
十
決
は
次
の
問
答
を
設
け
て
い
る
。
問
、「
処
々
引w
『
往
生
要
集
』
文z
此
集
意
、可p
同p
彼
耶
」。答
、先
師
物
語
云
0
0
0
0
0
、「〔
…
〕
芳w
楞
厳
先
徳
之
跡a
探w
『
往
生
要
集
』
之
趣z
念
仏
為p
正
、
諸
行
為p
傍
。
位
雖p
該w
上
下a
正
為w
凡
下
類z
但
凡
下
行
相
、
引w
道
綽
善
導
尺z
所p
引
専
雑
之
文
、
尚
以
不w
分
明z
故
以w
『
往
生
要
集
』q
而
為w
先
達a
知w
浄
土
法
門
之
沖
微q
也
」。
以w
観
察q
為w
助
業a
以w
称
名q
為w
正
業a
此
義
聊
相
違
歟
。
源
空
『
選
択
集
』
は
慧
心
僧
都
源
信
『
往
生
要
集
』
を
何
度
も
引
用
し
て
い
る
が
、
両
書
の
義
は
同
じ
な
の
か
、
と
い
う
或
問
に
『
要
決
』
は
、「
先
師
物
語
云
」
と
し
て
「
一
期
物
語
」
第
一
条
を
略
出
し
、
源
空
は
『
往
生
要
集
』
を
先
達
と
し
て
浄
土
法
門
の
奥
義
を
知
っ
た
と
し
つ
つ
も
、
観
察
を
助
業
と
し
称
名
を
正
業
と
す
る
『
選
択
集
』
の
義
は
『
往
生
要
集
』
の
そ
れ
と
聊
か
相
違
す
る
だ
ろ
う
、
と
す
る
。「
以w
観
察q
為w
助
業q
」
以
下
は
同
条
に
対
応
箇
所
が
な
く
、
明
ら
か
に
『
要
決
』
の
地
の
文
で
あ
る
。「
一
期
物
語
」
第
一
条
を
援
用
し
つ
つ
も
異
を
唱
え
て
お
り
、
同
条
も
ま
た
源
智
由
来
の
も
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
自
省
と
と
も
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
源
智
を
や
や
過
大
評
価
し
て
き
た
嫌
い
が
あ
る
。
源
智
が
源
空
愛
弟
の
真
観
房
感
西
に
就
い
て
学
ん
だ
こ
と
、
最
晩
年
の
源
空
に
常
随
給
仕
し
た
こ
と
、
没
後
も
源
空
へ
の
報
恩
謝
徳
の
念
が
極
め
て
篤
実
だ
っ
た
こ
と
な
ど
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
門
弟
で
あ
れ
ば
常
随
給
仕
す
る
よ
う
に
な
る
前
の
事
実
も
よ
く
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
、
な
ど
と
臆
断
す
べ
き
で
な
い
。
今
岡
が
『
浄
土
宗
全
書
解
題
』（
前
掲
）
の
「
選
択
要
決
」
項
で
書
い
た
「
著
者
源
智
は
上
人
の
晩
年
の
門
弟
な
り
。
〔
…
〕〔『
四
十
八
巻
伝
』
は
…
引
用
者
註
〕
上
人
の
上
足
の
弟
子
な
る
か
の
書
振
り
な
る
も
、
事
実
此
の
人
は
、
上
人
の
末
弟
0
0
、
幼
稚
の
門
弟
0
0
0
0
0
た
る
に
す
ぎ
ず
」
と
い
う
一
文
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
　
前
項
で
述
べ
た
如
く
、『
要
決
』
第
十
決
は
、
あ
る
遺
弟
す
な
わ
ち
証
空
が
『
選
択
集
』
は
上
人
の
命
に
よ
り
自
分
が
要
文
を
集
め
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
遺
弟
は
四
十
年
近
く
前
の
建
久
九
年
当
時
、
年
齢
も
才
芸
も
な
か
っ
た
た
め
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
『
要
決
』
撰
者
は
、
自
分
は
当
時
先
師
に
近
侍
し
て
い
た
か
ら
虚
偽
だ
と
知
っ
て
い
る
と
か
、
先
師
愛
弟
か
ら
伝
え
聞
い
た
か
ら
虚
偽
だ
と
知
っ
て
い
る
と
か
述
べ
ず
、
そ
の
遺
弟
の
年
齢
な
ど
か
ら
し
て
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
推
測
で
決
択
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
要
決
』
撰
者
の
源
智
が
『
選
択
集
』
撰
述
時
に
源
空
に
近
侍
し
て
お
ら
ず
、
当
時
の
こ
と
を
よ
く
知
り
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
誤
っ
た
推
測
で
あ
ろ
うｃ
。
　
以
上
に
よ
っ
て
『
要
決
』
源
智
撰
説
が
立
証
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
同
書
と
信
寂
と
の
関
係
は
如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
　
前
述
の
如
く
、
良
忠
『
決
疑
鈔
』
は
『
要
決
』
の
説
を
「
有
遺
弟
」
の
も
の
と
し
て
引
き
、
そ
し
て
百
年
以
上
後
に
聖
冏
『
直
牒
』
が
「
有
遺
弟
」
者
、
信
寂
房
也
」
と
註
釈
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、『
要
決
』
源
智
撰
説
の
首
唱
者
で
あ
る
義
山
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
や
は
り
前
述
の
如
く
、
恵
空
『
叢
林
記
』
追
記
の
伝
え
る
「
知
恩
院
ニ
有w
一
本a
有w
信
寂
房
之
序q
」
と
い
う
説
は
義
山
の
も
の
ら
し
く
、
円
智
と
義
山
は
『
画
図
翼
賛
』
で
源
智
に
つ
い
て
「
撰w
『
選
択
要
決
』z
今
在w
知
恩
院
宝
蔵q
」
と
し
た
。
ま
た
、
義
山
の
講
説
を
高
誉
素
中
が
筆
録
し
た
『
円
光
大
師
御
伝
随
聞
記
』
巻
第
四
十
三
（
以
下
、『
御
伝
随
聞
記
』
と
略
す
）
は
、
信
寂
に
つ
い
て
種
性ママ
未p
詳
。
学
匠
ナ
リ
。
勢
観
房
ノ
『
選
択
要
決
』
ヲ
挍
合
セ
シ
人
也
〈
伝
ハ
第
六
巻
ニ
出
ス
〉。『
直
牒
』
ニ
『
選
択
要
決
』
ヲ
「
信
寂
房
ノ
作
」
ト
云
ル
モ
是
故
也マ
マル
ヘ
シ
。
 
（
一
五
オ
）
『
選
択
要
決
』
撰
者
弁
証
（9）198
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
綜
合
す
る
と
、『
要
決
』
に
信
寂
が
序
を
付
け
る
な
ど
し
た
本
（
以
下
、
「
信
寂
本
」
と
称
す
）
が
存
在
し
て
、
聖
冏
は
そ
れ
を
読
ん
だ
た
め
『
要
決
』
の
説
を
信
寂
の
も
の
と
誤
解
し
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
で
は
、
そ
の
よ
う
な
信
寂
本
『
要
決
』
は
江
戸
中
期
、
知
恩
院
に
実
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
かｄ
。
円
智
と
義
山
は
『
画
図
翼
賛
』
編
纂
の
た
め
知
恩
院
に
助
力
を
懇
請
し
、
そ
の
『
四
十
八
巻
伝
』
を
閲
覧
し
て
い
た
。
信
寂
本
『
要
決
』
の
同
院
現
蔵
を
二
人
が
確
認
し
た
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
る
。
し
か
し
当
時
、
自
流
や
自
坊
の
威
を
高
め
る
た
め
、
宝
蔵
に
貴
書
あ
り
と
虚
説
す
る
者
や
誤
解
す
る
者
、
盲
信
す
る
者
も
い
た
。『
要
決
』
撰
者
を
源
智
と
し
た
か
っ
た
義
山
は
知
恩
院
に
信
寂
本
が
現
蔵
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
信
寂
は
源
智
の
『
要
決
』
に
序
を
付
け
る
な
ど
し
た
だ
け
だ
と
虚
説
し
、
同
院
が
そ
れ
を
黙
認
し
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
有
り
得
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
信
寂
本
が
当
時
知
恩
院
に
実
在
し
た
か
は
未
詳
で
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、
筆
者
は
実
在
し
た
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
も
し
義
山
が
聖
冏
『
直
牒
』
の
「「
有
遺
弟
」
者
、
信
寂
房
也
」
を
誤
解
と
主
張
す
る
た
め
に
信
寂
本
の
存
在
を
虚
説
し
た
の
で
あ
れ
ば
、『
画
図
翼
賛
』
で
そ
う
主
張
す
べ
き
で
あ
っ
た
。し
か
し
そ
う
せ
ず
、三
年
後
の
講
説
を
弟
子
が
筆
録
し
た
『
御
伝
随
聞
記
』
に
な
っ
て
初
め
て
「『
直
牒
』
ニ
『
選
択
要
決
』
ヲ
「
信
寂
房
ノ
作
」
ト
云
ル
モ
是
故
也マ
マル
ヘ
シ
」
と
い
う
推
測
が
示
さ
れ
る
。
も
し
弟
子
が
筆
録
を
残
さ
な
け
れ
ば
、
義
山
の
聖
冏
誤
解
説
が
伝
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
義
山
が
聖
冏
誤
解
説
を
主
張
す
る
た
め
に
信
寂
本
を
虚
説
し
た
と
は
考
え
難
い
。
　
ま
た
、
義
山
が
信
寂
本
を
高
く
評
価
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
な
い
。
共
著
『
画
図
翼
賛
』
は
「
修
飾
」
と
言
い
講
録
『
御
伝
随
聞
記
』
は
「
挍
合
」
と
言
っ
て
表
現
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
何
れ
に
せ
よ
義
山
に
よ
れ
ば
、
信
寂
は
た
だ
『
要
決
』
に
序
を
付
け
た
だ
け
で
な
く
本
文
を
一
部
改
変
し
た
ら
し
い
。
序
に
そ
う
記
さ
れ
て
い
た
か
、
ま
た
は
恵
空
か
ら
入
手
し
た
古
体
本
と
比
較
し
て
そ
う
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
義
山
は
『
画
図
翼
賛
』
で
信
寂
に
つ
い
て
「
修-w
飾
『
選
択
要
決
』〈
源
智
上
人
作
〉a
正w
門
徒
紕
繆q
」（
前
引
）
と
し
、
そ
の
修
飾
は
同
門
の
誤
り
を
正
す
も
の
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
源
智
の
原
文
を
一
部
改
変
し
た
ら
し
き
信
寂
本
そ
の
も
の
は
、
義
山
に
と
っ
て
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
な
お
、
こ
の
義
山
『
画
図
翼
賛
』
の
説
明
を
田
中
は
「
信
寂
が
源
智
の
作
を
修
飾
す
と
云
ふ
の
が
大
体
変
な
話
で
は
な
い
かｅ
」
と
疑
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
有
り
得
な
い
こ
と
で
な
い
。
　
『
四
十
八
巻
伝
』
巻
第
四
十
三
に
よ
れ
ば
、
毘
沙
門
堂
明
禅
は
源
空
没
後
に
『
選
択
集
』
を
読
ん
で
帰
服
し
、『
述
懐
抄
』
一
巻
（
成
立
時
期
未
詳
、
亡
佚
）
を
作
り
「
落
書
の
体
」
す
な
わ
ち
匿
名
で
信
寂
の
草
庵
に
送
っ
た
と
い
う
（
三
六
九
頁
）。
何
故
明
禅
が
同
書
を
匿
名
で
信
寂
に
送
っ
た
か
に
つ
い
て
、
同
巻
は
「
播
磨
国
朝
日
山
の
信
寂
房
は
、
上
人
面
授
の
弟
子
な
り
。
明
恵
上
人
『
摧
邪
輪
』
と
い
ふ
文
を
つ作く
り
て
『
選
択
集
』
を
破
せ
ら
れ
た
る
を
、
こ
の
人
破
文
を
つ作く
り
て
難
者
の
非
を
あ顕ら
は
せ
り
。〔
…
〕
凡
こ
の
人
、
内
外
典
に
あ明き
ら
か
な
り
き
。
さ
れ
ば
に
や
」（
三
六
八
〜
九
頁
）
と
い
う
漠
然
と
し
た
推
測
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
明
禅
が
そ
う
し
た
理
由
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
源
智
も
同
じ
こ
と
を
し
た
の
で
な
か
ろ
う
かｆ
。
そ
し
て
、
匿
名
の
『
述
懐
抄
』
は
後
に
明
禅
の
作
だ
と
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
匿
名
の
『
要
決
』
は
長
ら
く
源
智
の
作
だ
と
知
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
よ
う
。
結
語
　
以
上
本
論
で
は
、
撰
号
の
な
い
『
選
択
要
決
』
の
撰
者
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
　
『
要
決
』
は
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
が
、
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
中
期
に
真
宗
大
谷
派
の
恵
空
が
古
体
本
を
発
見
し
て
書
写
校
合
し
、
古
体
本
を
浄
土
宗
鎮
西
義
の
義
山
に
売
り
渡
し
、
改
竄
本
を
遺
弟
祖
巌
が
刊
行
し
て
か
ら
で
あ
る
。
当
初
は
恵
空
と
義
山
に
宗
派
を
越
え
た
交
流
が
あ
っ
た
も
の
の
、
義
山
が
恵
空
か
ら
得
た
こ
と
を
伏
せ
、
ま
た
恵
空
も
改
竄
以
前
の
写
本
の
存
在
を
喧
伝
し
な
か
っ
た
。
江
戸
後
期
に
真
宗
大
谷
派
の
了
祥
が
写
本
を
入
手
し
て
『
昨
非
鈔
』
で
活
用
し
、
後
に
信
寂
撰
説
を
唱
え
た
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
異
説
や
写
本
が
紹
介
さ
れ
て
も
十
分
に
顧
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
研
究
史
を
背
景
と
し
て
、
広
川
堯
敏
は
真
宗
文
献
も
参
照
し
て
写
本
研
究
を
進
展
さ
せ
、『
要
決
』
は
源
空
死
没
か
ら
七
十
五
年
以
上
が
経
っ
た
後
に
良
忠
門
流
が
作
っ
た
も
の
だ
と
す
る
鎮
徒
偽
撰
説
を
唱
え
た
。
だ
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
同
書
の
弁
長
著
書
と
の
「
一
致
」
な
る
も
の
七
つ
と
良
忠
教
学
と
の
「
思
想
的
な
共
通
点
」
な
る
も
の
五
つ
は
、
す
べ
て
薄
弱
で
あ
る
。
ま
た
、『
要
決
』
は
成
立
時
期
な
ど
を
偽
り
な
が
ら
偽
の
撰
号
を
置
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
不
審
で
あ
る
た
め
、
広
川
説
は
極
め
て
従
い
難
い
。
　
義
山
が
首
唱
し
た
『
要
決
』
源
智
撰
説
は
、
そ
の
後
に
発
見
さ
れ
た
『
醍
醐
本
』
な
ど
に
よ
っ
て
考
え
て
も
妥
当
で
あ
る
。『
要
決
』
撰
者
が
源
空
か
ら
面
受
し
た
と
い
う
『
選
択
集
』
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
　
第
13
号
　
2 
0 
2 
1
年
3
月
（10）197
生
前
非
公
開
の
厳
命
な
ど
は
、
明
ら
か
に
源
智
見
聞
と
一
致
す
る
。
ま
た
、『
要
決
』
が
証
空
の
『
選
択
集
』
執
筆
説
を
建
久
九
年
時
の
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
決
択
し
た
の
は
、
撰
者
源
智
が
源
空
に
近
侍
す
る
よ
り
前
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
疑
い
を
挟
み
つ
つ
「
一
期
物
語
」
第
一
条
を
援
用
し
た
理
由
も
同
じ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
信
寂
が
序
を
付
け
て
本
文
を
校
合
な
り
修
飾
な
り
し
た
と
い
う
信
寂
本
『
要
決
』
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
源
智
が
匿
名
の
『
要
決
』
を
流
布
さ
せ
る
た
め
、
同
書
を
信
寂
の
許
に
送
っ
た
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
よ
う
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
要
決
』
は
源
智
が
嘉
禎
二
年
に
撰
述
し
た
も
の
と
見
て
疑
い
な
い
。
註本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
次
の
如
し
。
引
用
で
は
適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
傍
記
、
括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。
『
選
択
要
決
』
…
養
楽
寺
本
（
広
川
堯
敏
「
伝
源
智
述
『
選
択
要
決
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
二
）
│
│
そ
の
書
誌
学
的
検
討
│
│
」、『
大
正
大
学
研
究
紀
要
仏
教
学
部
文
学
部
』
七
三
、
1 
9 
8 
8
）。
享
保
版
『
選
択
要
決
』、『
御
伝
随
聞
記
』
…
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
。
建
暦
二
年
十
二
月
廿
四
日
付
源
智
願
文
…
浄
土
宗
出
版
編
『
法
然
上
人
聚
英
』（
浄
土
宗
・
浄
土
宗
宗
務
庁
、
2 
0 
1 
5
）。『
疑
問
答
』、『
決
疑
鈔
』、『
授
手
印
』、『
新
扶
選
択
報
恩
集
』、『
画
図
翼
賛
』、『
直
牒
』、『
徹
選
択
』、『
念
仏
三
心
要
集
』、
『
念
仏
名
義
集
』、『
秘
鈔
』、『
扶
選
択
正
輪
通
義
』、『
文
前
綱
義
』
…
浄
土
宗
全
書
（
山
喜
房
仏
書
林
）。
『
昨
非
鈔
』、『
叢
林
記
』
…
真
宗
大
系
（
蔵
経
書
院
）。『
四
十
八
巻
伝
』
…
中
井
真
孝
校
注
『
新
訂
法
然
上
人
絵
伝
』（
思
文
閣
出
版
、
2 
0 
1 
2
）。「
了
祥
師
考
」
…
河
住
玄
『
古
本
選
択
要
決
／
一
枚
起
請
文
異
文
攷
』（
欣
求
庵
、
1 
9 
7 
7
）。『
選
択
本
願
念
仏
集
慶
応
乙
丑
記
』
…
仏
教
大
系
選
択
集
（
仏
教
大
系
刊
行
会
）。『
醍
醐
本
』
…
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』
資
料
篇
（
同
朋
舎
出
版
、
1 
9 
8 
8
）。
（
1
）　
『
要
決
』
は
嘉
禎
三
年
（
1 
2 
3 
7
）
成
立
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
前
年
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
「
了
祥
師
考
」（
本
論
後
述
）
と
不
背
道
人
こ
と
浅
井
法
順
「
再
ひ
選
択
要
決
の
作
者
に
就
て
│
│
松
庵
学
兄
に
答
ふ
│
│
」（『
浄
土
教
報
』
七
四
二
、
1 
9 
0 
7
年
四
月
八
日
付
）、
三
田
全
信
「
勢
観
房
の
著
作
」（﹇
改
訂
篇
第
八
章
第
十
八
節
、
初
出
1 
9 
3 
6
﹈、『
浄
土
宗
史
の
諸
研
究
』
改
訂
増
補
、
山
喜
房
仏
書
林
、
1 
9 
8 
0
﹇
初
版
1 
9 
5 
9
﹈）
が
考
証
し
て
い
る
。
　
『
要
決
』
第
九
決
は
源
空
に
つ
い
て
「
去w
娑
婆q
已
送w
五
々
星
霜q
」
と
し
、
第
十
決
は
『
選
択
集
』
が
撰
述
さ
れ
た
建
久
九
年
（
1 
1 
9 
8
）
に
つ
い
て
「
算w
歳
月
之
積a
向w
四
十
廻q
」
と
す
る
。
「
向
」
と
は
将
に
至
ら
ん
と
し
て
未
だ
至
ら
ず
の
意
で
あ
る
。
仮
に
『
要
決
』
が
嘉
禎
三
年
成
立
だ
と
す
る
と
、
す
で
に
『
選
択
集
』
撰
述
後
四
十
年
に
至
っ
て
い
る
た
め
「
向
」
の
意
が
通
じ
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
廿
五
年
も
四
十
年
も
と
も
に
基
数
で
な
く
序
数
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、『
要
決
』
は
源
空
没
後
第
廿
五
年
で
あ
り
未
だ
『
選
択
集
』
撰
述
後
第
四
十
年
に
至
っ
て
い
な
い
年
、
す
な
わ
ち
嘉
禎
二
年
に
成
立
し
た
と
特
定
で
き
る
。
（
2
）　
な
お
、
恵
空
『
叢
林
記
』
追
記
に
あ
る
割
註
「
知
恩
院
有
一
本
有
信
寂
房
之
序
云
々
」
を
、
石
井
教
道
は
何
故
か
「
云
々
」
二
字
を
脱
し
て
引
用
し
、「
恵
空
は
〔
…
〕
自
ら
信
寂
序
付
の
知
恩
院
本
を
見
た
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
推
論
を
展
開
し
た
（『
選
択
集
の
研
究
註
疏
篇
』、
誠
文
堂
新
光
社
、
1 
9 
4 
5
、
六
頁
）
が
、
こ
れ
は
誤
認
で
あ
る
。
（
3
）　
田
中
智
肇
「
選
択
要
決
は
朝
日
山
信
寂
房
の
撰
歟
」、『
浄
土
学
』
五
・
六
、
1 
9 
3 
3
、
四
二
〇
頁
。
（
4
）　
信
寂
と
播
磨
義
に
つ
い
て
は
、
薗
田
香
融
「
朝
日
山
信
寂
と
浄
土
宗
播
磨
義
│
│
播
磨
念
仏
衆
序
説
│
│
」（
竹
田
聴
洲
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
宗
教
の
歴
史
と
民
俗
』、
隆
文
館
、
1 
9 
7 
6
）
参
照
。
（
5
）　
亡
佚
し
た
信
寂
『
慧
命
義
』
に
つ
い
て
、
義
山
『
画
図
翼
賛
』
巻
第
五
十
七
伝
本
第
六
「
播
磨
信
寂
房
」
条
な
ど
は
高
弁
『
摧
邪
輪
』
を
「
破
」
し
た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
同
書
を
実
見
し
た
了
恵
の
『
新
扶
選
択
報
恩
集
』
上
巻
と
『
扶
選
択
正
輪
通
義
』
は
そ
れ
ぞ
れ
「
会0w
高
弁
之
邪
輪q
乎
」
（
五
三
三
頁
）「
会0w
彼
諸
難q
」（
五
七
八
頁
）
と
表
現
し
て
い
る
た
め
、
信
寂
は
会
通
す
る
に
止
ま
っ
て
論
破
す
る
に
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
慧
命
義
』
の
『
四
十
八
巻
伝
』
巻
第
四
十
三
所
引
佚
文
に
つ
い
て
、
薗
田
香
融
は
「
あ
ざ
や
か
な
論
理
を
用
い
て
明
恵
の
す
る
ど
い
論
難
を
よ
く
対
破
し
て
い
る
」
も
の
の
、「
彼
の
反
批
判
は
、
論
理
の
切
り
返
し
に
と
ど
ま
り
、
思
想
の
内
実
を
問
題
と
す
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
こ
の
あ
た
り
に
、
教
相
学
者
と
し
て
の
彼
の
限
界
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
」
と
評
し
て
い
る
（「
朝
日
山
信
寂
と
浄
土
宗
播
磨
義
」﹇
前
掲
﹈、
一
六
六
頁
）。
（
6
）　
広
川
堯
敏
は
「
了
祥
師
考
」
を
「『
選
択
集
昨
非
鈔
』
の
頭
註
か
ら
『
選
択
要
決
』
の
内
容
や
撰
者
問
題
に
関
す
る
考
証
の
箇
所
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
」
と
す
る
（「『
選
択
要
決
』
の
書
誌
学
的
研
究
」﹇
第
二
篇
第
一
章
、
初
出
1 
9 
8 
8
﹈、『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』、
文
化
書
院
、
2 
0 
1 
4
、
一
八
四
頁
）
が
、
こ
れ
は
誤
認
で
あ
る
。
（
7
）　
な
お
、「
了
祥
師
考
」
は
第
三
の
撰
者
候
補
と
し
て
正
信
房
湛
空
も
挙
げ
た
。
広
川
堯
敏
の
言
う
如
く
「
こ
の
湛
空
説
を
、
そ
の
後
と
な
え
る
学
者
は
一
人
も
い
な
い
」（「『
選
択
要
決
』
の
撰
述
問
題
」
﹇
第
二
篇
第
二
章
、
初
出
1 
9 
8 
7
﹈、『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』﹇
前
掲
﹈、
二
一
八
頁
）
が
、
そ
の
推
測
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
本
論
後
述
）。
（
8
）　
な
お
、
良
忠
は
『
疑
問
答
』
で
も
同
説
を
「
有
遺
弟
云
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
（
六
二
五
頁
）。
（
9
）　
石
井
教
道
『
選
択
集
の
研
究
註
疏
篇
』（
前
掲
）、
四
〜
五
頁
。
（
10
）　
石
井
教
道
『
選
択
集
の
研
究
註
疏
篇
』（
前
掲
）、
六
頁
。
（
11
）　
不
背
道
人
「
作
者
を
誤
ら
れ
た
る
宗
書
（
四
）」、『
浄
土
教
報
』
七
三
二
、
1 
9 
0 
7
年
一
月
廿
八
日
付
。
（
12
）　
松
庵
「
選
択
要
決
の
作
者
に
就
て
」、『
浄
土
教
報
』
七
三
九
、
1 
9 
0 
7
三
月
十
八
日
付
。
（
13
）　
不
背
道
人
「
再
ひ
選
択
要
決
の
作
者
に
就
て
」（
前
掲
）。
（
14
）　
松
庵
「
選
択
要
決
作
者
弁
」、『
浄
土
教
報
』
七
四
四
、
1 
9 
0 
7
年
四
月
廿
二
日
付
。
（
15
）　
な
お
田
中
智
肇
は
、
同
昭
和
八
年
に
神
興
本
『
要
決
』
を
「
選
択
要
決
の
作
者
に
就
い
て
」（『
浄
土
教
報
』
二
〇
〇
四
、
九
月
十
日
付
）
で
紹
介
し
、
自
写
本
の
全
文
翻
刻
を
予
告
し
て
い
た
。
（
16
）　
田
中
智
肇
「
選
択
要
決
は
朝
日
山
信
寂
房
の
撰
歟
」（
前
掲
）、
四
二
二
頁
。
『
選
択
要
決
』
撰
者
弁
証
（11）196
（
17
）　
三
田
全
信
「
勢
観
房
源
智
上
人
の
史
的
考
察
」、『
摩
訶
衍
』
一
六
、
1 
9 
3 
6
、
一
五
四
頁
。
な
お
三
田
は
、『
文
前
綱
義
』
で
な
く
『
経
籍
録
』
の
原
本
な
る
も
の
を
用
い
て
、
筆
者
と
同
じ
結
論
に
至
っ
て
い
た
。
（
18
）　
三
田
全
信
「
勢
観
房
源
智
上
人
の
史
的
考
察
」（
前
掲
）、
一
五
七
頁
。
た
だ
し
三
田
は
後
年
、
同
稿
を
収
録
し
た
『
浄
土
宗
史
の
諸
研
究
』（
光
念
寺
、
1 
9 
5 
9
）
の
第
八
章
「
勢
観
房
源
智
に
つ
い
て
」
で
、「
本
書
は
直
ち
に
勢
観
房
の
作
と
は
断
定
し
難
い
が
、
勢
観
房
に
密
切
な
関
連
性
の
あ
る
著
作
で
あ
る
と
い
い
得
る
」（
二
五
七
頁
）
と
評
価
を
変
化
さ
せ
た
（
廿
一
年
後
の
改
訂
版
で
も
同
じ
）。
（
19
）　
三
田
全
信
「
勢
観
房
源
智
上
人
の
史
的
考
察
」（
前
掲
）、
一
五
四
頁
。
（
20
）　
な
お
石
井
教
道
は
、
同
書
で
田
中
智
肇
説
に
言
及
し
て
い
る
が
三
田
全
信
の
同
説
批
判
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
三
田
の
批
判
し
た
後
人
改
変
の
『
経
籍
録
』
を
用
い
る
な
ど
し
て
い
る
。
恐
ら
く
三
田
説
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
21
）　
養
楽
寺
本
『
要
決
』
は
、
昭
和
十
二
年
に
山
田
亮
賢
「
妙
音
院
了
祥
師
並
に
其
の
学
系
調
査
報
告
」
（『
宗
学
研
究
』
一
四
）
が
紹
介
し
て
そ
の
奥
書
を
翻
刻
し
、
四
十
二
年
刊
行
の
『
国
書
総
目
録
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
）
に
も
著
録
さ
れ
た
。
（
22
）　
な
お
、
広
川
堯
敏
に
よ
る
養
楽
寺
本
『
要
決
』
の
翻
刻
公
表
か
ら
十
一
年
前
の
昭
和
五
十
二
年
、
す
で
に
在
家
篤
信
者
の
河
住
玄
が
『
古
本
選
択
要
決
』（
欣
求
庵
）
を
謄
写
私
印
し
て
い
た
。
同
書
は
田
中
智
肇
の
全
文
翻
刻
を
転
載
し
て
書
き
下
し
（
一
〜
五
四
頁
）、
自
分
の
誤
写
を
正
誤
表
で
訂
正
し
（
五
五
〜
六
頁
）、
養
楽
寺
本
と
田
中
翻
刻
と
の
校
勘
記
を
付
録
し
（
七
七
〜
八
七
頁
）、
同
本
の
「
了
祥
師
考
」
も
転
載
し
て
い
る
（
八
八
〜
九
二
頁
）。
こ
の
河
住
『
古
本
選
択
要
決
』
は
、
奥
付
に
よ
れ
ば
卅
部
限
定
で
印
行
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
同
書
に
言
及
し
た
先
行
研
究
は
見
出
さ
れ
ず
、
存
在
も
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
日
、
少
な
く
と
も
栃
木
県
立
図
書
館
と
仏
教
大
学
付
属
図
書
館
、
大
谷
大
学
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
（
23
）　
広
川
堯
敏
「
伝
源
智
述
『
選
択
要
決
』
に
お
け
る
西
山
義
批
判
」、
福
原
隆
善
先
生
古
稀
記
念
会
事
務
局
編
『
仏
法
僧
論
集
』
二
、
山
喜
房
仏
書
林
、
2 
0 
1 
3
、
六
八
九
頁
。
（
24
）　
な
お
「
了
祥
師
考
」
は
、
証
空
の
撰
号
が
あ
る
『
選
択
密
要
決
』
五
巻
（
成
立
時
期
未
詳
）
と
『
選
択
要
決
』
で
書
名
が
近
似
す
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
斯
く
述
べ
た
。『
選
択
要
決
』
は
証
空
『
選
択
密
要
決
』
か
ら
「
密
」
字
を
省
い
て
書
名
と
す
る
こ
と
で
、
西
山
義
を
決
択
す
る
書
と
し
て
の
微
意
を
示
し
た
、
と
。
し
か
し
、『
選
択
密
要
決
』
は
偽
書
で
な
い
か
と
江
戸
中
期
か
ら
疑
わ
れ
て
お
り
、
今
日
で
は
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
殆
ん
ど
確
定
し
て
い
る
（
吉
良
潤
・
稲
田
順
学
・
加
藤
義
諦
「『
三
十
八
巻
鈔
』
は
本
山
義
開
祖
康
空
示
導
の
著
」﹇『
深
草
教
学
九
、
1 
9 
8 
9
』
や
大
塚
霊
雲
「『
選
択
密
要
決
』
の
諸
問
題
」﹇『
西
山
学
会
年
報
』
八
、
1 
9 
9 
8
﹈
参
照
）。
　
恐
ら
く
「
了
祥
師
考
」
の
推
測
と
は
逆
で
、
西
山
義
を
決
択
す
る
『
選
択
要
決
』
に
対
抗
す
る
た
め
、
そ
し
て
流
祖
証
空
に
善
導
『
観
無
量
寿
経
疏
』
の
末
書
が
多
く
あ
り
な
が
ら
源
空
『
選
択
集
』
の
そ
れ
が
一
つ
も
な
い
た
め
、
門
流
が
「
密
」
字
を
加
え
た
書
名
の
『
選
択
密
要
決
』
を
偽
作
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
書
巻
第
一
「
題
目
事
」
が
『
選
択
集
』
に
つ
い
て
「
此
集
以
0
0
0w
口
伝
0
0q
可0p
見
之
書
也
0
0
0
0
。
暗
見p
之
者
、
無w
相
伝q
之
輩
、
迷w
其
元
意q
歟
、
無i
覚w
其
意
趣q
之
人y
歟
」（
二
四
七
頁
）
と
し
、
口
伝
に
よ
り
『
選
択
集
』
を
読
解
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
こ
と
は
、
口
伝
よ
り
も
文
義
に
よ
っ
て
同
書
を
擁
護
顕
彰
し
た
『
選
択
要
決
』
に
対
抗
す
る
た
め
の
も
の
と
見
得
る
。
（
25
）　
広
川
堯
敏
「『
選
択
要
決
』
の
撰
述
問
題
」（
前
掲
、
二
二
一
、
二
二
六
頁
）、
同
「
伝
源
智
述
『
選
択
要
決
』
に
お
け
る
西
山
義
批
判
」（
前
掲
、
六
八
七
〜
八
頁
）。
（
26
）　
広
川
堯
敏
の
所
謂
「
一
致
」
七
つ
と
「
思
想
的
な
共
通
点
」
五
つ
は
、「『
選
択
要
決
』
の
撰
述
問
題
」（
前
掲
、
二
二
一
〜
三
二
頁
）
の
第
三
節
「『
選
択
要
決
』
と
聖
光
教
学
」
と
次
節
「『
選
択
要
決
』
と
良
忠
教
学
」
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
該
当
箇
所
を
検
出
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
た
め
、
本
項
で
は
そ
の
頁
数
を
省
い
て
記
さ
な
い
。
（
27
）　
や
や
極
端
な
例
か
も
知
れ
な
い
が
、
周
知
の
如
く
源
空
生
前
に
興
福
寺
が
、
没
後
に
延
暦
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
奏
状
を
捧
げ
、
と
も
に
源
空
は
師
資
相
承
が
な
い
か
ら
そ
の
浄
土
立
宗
は
不
当
だ
と
弾
指
し
た
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
南
都
北
嶺
の
提
出
し
た
奏
状
二
通
の
作
者
が
同
一
だ
っ
た
と
か
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
不
背
道
人
こ
と
浅
井
法
順
も
「
再
ひ
選
択
要
決
の
作
者
に
就
て
」
（
前
掲
）
で
、「
主
義
信
仰
同
一
な
れ
ば
と
て
直
ち
に
其
人
の
作
物
な
り
と
断
す
る
は
未
だ
し
（
た
と
へ
ば
念
仏
授
手
印
等
に
明
す
所
勢
観
房
の
主
義
と
一
致
す
る
も
同
師
の
作
と
い
ふ
可
ら
ざ
る
が
如
し
）」
と
述
べ
て
い
た
。
（
28
）　
源
智
は
、
源
空
没
後
十
一
箇
月
の
建
暦
二
年
十
二
月
廿
四
日
付
願
文
で
斯
く
述
べ
て
い
た
。
恩
山
尤
高
教
道
之
恩
、
徳
海
尤
深
厳
訓
之
徳
。〔
…
〕
偏
我
師
上
人
恩
徳
也
。
粉p
骨
曠
劫
難p
謝
、
抜p
眼
多
生
豈
報
乎
。
源
空
か
ら
の
教
道
厳
訓
の
恩
徳
は
、
曠
劫
に
骨
を
粉
に
し
て
も
謝
し
難
く
、
多
生
に
眼
を
抜
い
て
も
報
じ
得
な
い
、
と
。
伊
藤
唯
真
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
す
で
に
「
法
然
の
絶
対
者
化
が
始
ま
っ
て
い
た
」
と
も
言
い
得
る
（「
源
智
と
法
然
教
団
」、『
仏
教
文
化
研
究
』
二
八
、
1 
9 
8 
3
、
五
二
頁
）。
斯
か
る
源
智
で
あ
れ
ば
、
廿
四
年
後
に
『
要
決
』
で
源
空
の
恩
は
釈
迦
の
そ
れ
の
如
く
重
い
と
述
べ
る
こ
と
は
十
分
に
有
り
得
る
。
（
29
）　
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
広
川
は
、『
醍
醐
本
』
第
三
篇
「
廿
七
法
語
」
の
「
本平カ
生
臨
終
事
」
条
に
「
於w
平
生
念
仏q
「
往
生
不
定
」
思
、
臨
終
念
仏
又
以
不
定
也
。
以w
平
生
念
仏q
「
決
定
」
思
、
臨
終
又
以
決
定
也
云
々
」（
四
一
ウ
）
と
あ
り
、
ま
た
第
五
篇
「
御
臨
終
日
記
」
に
「
御
手
付w
五
色
糸a
可w
令p
執p
之
給q
」
之
由
勧
者
、「
如p
此
事
者
是
大
様
事
也
」
云
、
終
不p
取
」（
四
九
ウ
）
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
師
法
然
は
臨
終
念
仏
よ
り
も
平
生
念
仏
の
方
を
重
視
し
、
自
身
の
臨
終
に
際
し
て
も
な
ん
ら
臨
終
行
儀
を
行
な
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
解
釈
し
、
臨
終
を
重
ん
じ
る
『
要
決
』
と
矛
盾
が
あ
る
と
す
る
。
　
だ
が
、
前
者
は
臨
終
念
仏
で
決
定
往
生
す
る
た
め
に
は
平
生
念
仏
で
も
決
定
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
も
ま
た
臨
終
の
正
念
を
重
ん
じ
な
い
と
い
う
も
の
で
な
い
。
し
か
も
、
殊
に
前
者
は
源
智
由
来
の
も
の
か
疑
わ
し
い
た
め
、
比
較
対
象
に
用
い
る
べ
き
で
な
い
。
（
30
）　
良
忠
の
師
の
弁
長
に
は
『
要
決
』
を
読
ん
だ
形
跡
が
な
い
。
弁
長
は
嘉
禎
四
年
に
鎮
西
で
没
し
た
た
め
、
源
智
が
二
年
前
に
京
師
で
撰
述
し
た
同
書
を
読
む
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
要
決
』
に
は
弁
長
へ
の
批
判
ら
し
き
箇
所
が
全
く
見
え
な
い
。
こ
れ
は
当
時
源
智
が
弁
長
の
最
新
説
を
知
り
得
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
良
忠
は
、『
要
決
』
を
読
み
得
た
で
あ
ろ
う
。
深
貝
慈
孝
は
良
忠
に
つ
い
て
「
恐
ら
く
宝
治
二
年
（
1 
2 
4 
8
）
の
上
洛
の
際
に
、
法
然
の
遺
弟
衆
を
歴
訪
し
て
、〔
…
〕
諸
弟
子
間
に
伝
え
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
　
第
13
号
　
2 
0 
2 
1
年
3
月
（12）195
ら
れ
て
い
た
法
然
の
遺
語
、
遺
文
に
数
多
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
す
る
（「
勢
観
上
人
の
音
信
」
と
「
源
智
の
書
状
」
に
つ
い
て
│
│
続
考
│
│
」、『
仏
教
文
化
研
究
』
三
三
、
1 
9 
8 
8
、
二
八
頁
）。
（
31
）　
こ
の
『
要
決
』
と
良
忠
教
学
の
「
思
想
的
な
共
通
点
」
な
る
も
の
の
第
三
で
、
広
川
は
『
要
決
』
第
七
難
に
「
此
集
以w
行
者
之
功q
為w
往
生
之
行a
未p
明w
正
因
正
行
法
門q
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
正
因
正
行
法
門
」
と
は
西
山
義
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。〔
…
〕
正
因
正
行
の
法
門
と
は
証
空
に
お
い
て
中
・
後
期
の
著
作
で
あ
る
『
他
筆
鈔
』
に
も
っ
ぱ
ら
説
か
れ
る
思
想
で
あ
る
。
〔
…
〕『
他
筆
鈔
』
の
終
講
年
時
は
不
明
で
あ
る
が
、〔
…
〕
た
と
え
す
で
に
『
他
筆
鈔
』
が
成
立
し
て
い
た
と
し
て
も
、
西
山
派
と
は
流
派
を
異
に
し
、
対
立
関
係
に
あ
っ
た
源
智
（
紫
野
門
徒
）
が
直
ち
に
入
手
し
、
披
読
し
、
自
著
に
引
用
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
」
と
も
す
る
。
し
か
し
、
源
智
と
証
空
は
嘉
禎
二
年
当
時
と
も
に
京
師
に
お
り
、
異
流
で
は
あ
っ
て
も
特
別
な
敵
対
関
係
に
な
か
っ
た
。
た
と
え
『
他
筆
鈔
』
を
実
見
で
き
な
く
と
も
、
近
年
証
空
が
斯
く
説
い
て
い
る
ら
し
い
と
仄
聞
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
広
川
の
よ
う
に
「
疑
問
の
余
地
が
あ
る
」
と
は
言
い
得
て
も
、
源
智
非
撰
説
の
根
拠
と
し
て
は
薄
弱
で
あ
る
。
　
ま
た
広
川
は
、『
要
決
』
同
決
と
『
醍
醐
本
』
第
二
篇
「
十
一
問
答
」
第
三
条
で
雑
行
観
が
一
致
し
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
広
川
も
両
者
の
「
関
係
が
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
認
め
る
如
く
、
や
は
り
根
拠
と
し
て
薄
弱
で
あ
る
。
（
32
）　
上
田
良
準
「
選
択
集
草
稿
本
第
三
筆
は
西
山
上
人
証
空
」、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
〇
‐
二
、
1 
9 
8 
2
。
上
田
は
当
時
、
国
立
京
都
博
物
館
資
料
室
長
で
あ
っ
た
古
筆
研
究
家
の
木
下
政
雄
に
も
比
較
写
真
を
見
せ
、「
同
筆
相
違
な
き
由
の
支
持
」
を
得
た
と
い
う
（
五
八
二
頁
）。
ま
た
、
同
「『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
西
山
上
人
証
空
│
│
勘
文
、
執
筆
の
事
実
と
『
選
択
密
要
決
』
撰
述
の
真
否
│
│
」（
石
田
充
之
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
浄
土
教
の
研
究
』、
永
田
文
昌
堂
、
1 
9 
8  
2
）
や
同
「『
選
択
集
』
草
稿
本
第
三
筆
は
西
山
上
人
証
空
」（『
西
山
学
報
』
三
二
、
1 
9 
8 
4
）
参
照
。
（
33
）　
本
文
前
述
の
如
く
、
良
忠
『
決
疑
鈔
』
は
広
略
二
本
の
由
来
説
明
を
あ
る
遺
弟
の
説
と
す
る
。
良
忠
が
師
の
名
を
伏
せ
て
引
用
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、『
要
決
』
撰
者
が
弁
長
だ
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
た
だ
し
、
仮
に
『
要
決
』
が
良
忠
門
流
の
偽
作
で
あ
れ
ば
、
第
十
決
の
広
略
二
本
の
由
来
説
明
を
良
忠
『
決
疑
鈔
』
と
同
じ
く
あ
る
遺
弟
の
も
の
と
表
記
す
る
だ
け
で
、
同
書
を
弁
長
の
遺
著
と
偽
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
。
（
34
）　
三
田
全
信
「
勢
観
房
の
著
作
」（
前
掲
、
二
五
七
〜
八
頁
）、
深
貝
慈
孝
「
勢
観
房
源
智
の
著
書
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
竹
中
信
常
・
水
谷
幸
正
編
『
法
然
浄
土
教
の
綜
合
的
研
究
』、
山
喜
房
仏
書
林
、
1 
9 
8 
4
、
二
六
六
〜
七
四
頁
）。「
一
期
物
語
」
と
『
要
決
』
の
共
通
箇
所
を
三
田
は
三
つ
指
摘
し
、
深
貝
は
こ
れ
に
五
つ
を
加
え
た
。
た
だ
し
本
論
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
幾
つ
か
は
『
要
決
』
源
智
撰
説
の
根
拠
と
し
て
用
い
難
い
。
　
広
川
堯
敏
は
三
田
と
深
貝
に
つ
い
て
「
両
氏
と
も
に
『
醍
醐
本
』
と
の
類
似
点
は
指
摘
す
る
が
、
相
違
点
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い
」
と
批
判
す
る
（「『
選
択
要
決
』
の
撰
述
問
題
」﹇
第
二
篇
第
二
章
、
初
出
1 
9 
8 
7
﹈、『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』、
文
化
書
院
、
2 
0 
1 
4
、
二
一
八
頁
）
が
、
斯
く
言
う
広
川
も
何
故
『
要
決
』
に
『
醍
醐
本
』
と
の
同
文
箇
所
が
複
数
あ
る
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
。
な
お
、
も
し
源
智
門
流
か
合
流
後
の
鎮
西
流
が
『
要
決
』
を
偽
作
し
、
源
智
の
書
と
信
じ
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
見
聞
を
多
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
や
源
智
の
撰
号
を
置
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
そ
の
よ
う
な
仮
定
は
成
立
し
な
い
。
（
35
）　
拙
稿
「『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
初
期
浄
土
宗
│
│
形
見
か
ら
初
学
書
、
そ
し
て
付
法
書
へ
│
│
」
（『
仏
教
史
学
研
究
』
六
二
‐
二
、
2 
0 
2 
0
）
参
照
。
（
36
）　
嘉
禄
三
年
（
1 
2
2 
7
）
に
山
門
が
破
却
し
た
大
谷
廟
堂
を
、
源
智
が
文
暦
元
年
（
1 
2 
3 
4
）
に
再
興
し
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
だ
が
同
年
は
、
源
空
に
帰
依
し
た
九
条
兼
実
孫
の
道
家
が
六
歳
の
四
条
帝
の
外
祖
父
、
そ
し
て
十
七
歳
の
鎌
倉
将
軍
頼
経
の
父
と
し
て
朝
廷
に
威
を
揮
っ
て
い
た
。
源
智
の
勧
進
能
力
は
、
玉
桂
寺
の
弥
陀
立
像
胎
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
厖
大
な
結
縁
交
名
が
証
明
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
同
年
の
源
智
に
よ
る
大
谷
再
興
は
有
り
得
る
。
（
37
）　
拙
稿
「
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
成
立
過
程
│
│
篇
題
や
識
語
な
ど
に
着
目
し
て
│
│
」（『
浄
土
学
』
五
六
、
2 
0 
1 
9
）
参
照
。
（
38
）　
了
祥
『
昨
非
鈔
』
巻
第
二
は
『
要
決
』
第
十
決
に
つ
い
て
「
常
随
上
足
ノ
源
智
、
年
齢
才
芸
ヲ
推
テ
勘
文
談
義
ノ
事
ヲ
難
ス
ル
者
、
大
ニ
タ憑ノ
ミ
ア
リ
」（
二
〇
四
頁
）
と
述
べ
た
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。
（
39
）　
知
恩
院
に
あ
っ
た
と
い
う
『
要
決
』
に
つ
い
て
、
不
背
道
人
こ
と
浅
井
法
順
は
「
作
者
を
誤
ら
れ
た
る
宗
書
（
四
）」（
前
掲
）
で
「
此
本
は
延
宝
二
年
院
主
万
無
上
人
の
寄
付
に
か
ゝ
り
勢
観
房
の
自
筆
と
称
す
、
惜
哉
何
れ
の
頃
か
紛
失
し
て
所
在
を
知
ら
ず
」
と
し
た
。
何
か
根
拠
が
あ
っ
て
の
記
述
ら
し
い
が
、
そ
の
根
拠
が
何
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。
（
40
）　
田
中
智
肇
「
選
択
要
決
は
朝
日
山
信
寂
房
の
撰
歟
」（
前
掲
）、
四
二
四
頁
。
（
41
）　
想
像
を
逞
し
く
す
る
に
、
明
禅
も
源
智
も
匿
名
の
自
著
を
信
寂
経
由
で
流
布
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
匿
名
の
書
で
あ
っ
て
も
自
ら
流
布
さ
せ
る
と
、
後
日
そ
の
流
布
経
路
を
遡
っ
て
撰
者
が
特
定
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
た
め
『
述
懐
抄
』
な
り
『
要
決
』
な
り
を
匿
名
で
信
寂
に
送
り
、
読
ん
で
賛
同
し
た
信
寂
が
自
分
の
代
わ
り
に
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
付
記　
本
稿
は
、
令
和
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
追
記　
筆
者
は
昨
夏
、
本
稿
の
執
筆
過
程
で
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
浄
教
寺
文
庫
に
学
界
未
知
の
『
要
決
』
写
本
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
複
写
物
を
請
求
し
て
入
手
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
浄
教
寺
本
は
書
写
奥
書
が
な
い
も
の
の
善
本
だ
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
来
年
度
中
に
、
同
本
に
つ
い
て
研
究
会
で
紹
介
分
析
し
、
ま
た
同
本
を
利
用
し
た
『
要
決
』
の
校
本
を
研
究
誌
で
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
す
で
に
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
か
ら
は
翻
刻
掲
載
の
許
可
を
取
得
し
て
い
る
。
